


石 川 保 険 医 新 聞 2009年8月15日（毎月15日発行）（2）第448号　（1998年２月６日第三種郵便物認可）

本
紙
は
未
入
会
の
先
生
に
も
お
送
り
し
ま
し
た
。 
本
紙
は
未
入
会
の
先
生
に
も
お
送
り
し
ま
し
た
。 

先
生
の
ご
入
会
を
心
よ
り
お
待
ち
し
ま
す
。 

先
生
の
ご
入
会
を
心
よ
り
お
待
ち
し
ま
す
。 

公的病院勤務医の皆さんへ 公的病院勤務医の皆さんへ 公的病院勤務医の皆さんへ 
「勤務医の労働実態等に関するアンケート」ご協力のお願い 

石川県保険医協会 

近年、医療崩壊が顕在化し、その傾向はいささかも改善される見込みはありません。石川県でも能登北部や南

加賀での医師不足は深刻であり、比較的医師が多いとされる石川中央でも勤務医の労働実態は過酷なものと思

います。 

石川県保険医協会では、県内の公的病院勤務医の労働実態等に関するアンケート調査を実施致します。この

たび、各病院・医局ごとに各先生あてに本紙に同封してアンケート調査用紙をお届けしました。 

アンケートの集計結果は、本紙にて発表するとともに、今後の勤務医の労働環境改善に向けた運動に資する

よう活用させていただきます。何とぞご協力くださるようお願い申し上げます。 

保険医協会は 
国民医療の充実と 
保険医の生活と権利を守ります。 

未入会の 
先生へ 

お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を記入のうえ、ご返送下さい。 

◎会　費（月額） 開業医　4,500円／勤務医　3,800円 
◎入会金　なし 

石川県保険医協会

※３カ月ごとに銀行口座から 
　引き落としさせて頂きます。 

〒920-0902  金沢市尾張町2丁目8番23号（太陽生命金沢ビル8階）
ＦＡＸ 076（231）5156
E-mail  iskw_sugino@doc-net.or.jp
URL  http://ishikawahokeni.jp/TEL 076（222）5373

連絡先

入会の方法は 

保険医協会にぜひご入会下さい！ 

医科　723人、歯科　294人

会員数　1,017人
本号は保険医協会未入会の先生方にもお届けしました。
この機会にぜひ入会をご検討下さい。

石川県保険医協会（以下、保険医協会）は、県内の医師・歯科医師 1,017 人で構成する保険医の団体です。

勤務医の方々にとっては、保険医協会がどんな団体であるかまったく知らない方も多いと思います。そこで、本日は、

保険医協会の活動を紹介します。ぜひとも最後までお付き合いください。

保険医協会は、医師、歯科医師の双方で構成する団体です。これが一番の特徴です。二つの職種が一つの団体を構成

する理由は、保険医療に従事する保険医であるということです。健康保険法などで規定される保険診療を担う医師・歯

科医師が、手を取り合って会員の保険診療と国民医療の向上をめざして活動しています。

保険医協会の機関紙は、この『石川保険医新聞』です。本紙の内容を見るとお分かりと思いますが、保険医協会の活

動は医科、歯科ともに、会員の保険診療を強力にアシストすることが第一です。日常診療に関すること、保険請求に関

すること、審査、指導・監査に対する疑問などについて、講演会やシンポジウムなどの手法をとったり、保険医協会オ

リジナルの『病院マップ』や『福祉マップ』のようなさまざまな出版物を通して、また、直接電話や FAX、メールな

どで質問に答えるなど、あらゆる手段で全県下の会員から“頼りになる保険医協会”をめざしてさまざまな活動をして

います。

もう一つの特徴は、人間のための医療のにない手として、人権と平和の大切さを忘れずに、いろいろな活動をしてい

ることです。人々が穏やかに暮らしていくための根底を忘れないということです。

保険医としての活動は、単に病気を診るだけではありません。本物の医療、本物の保険診療をめざして、ともに活動

しましょう。保険医協会は皆様の入会を心よりお待ちしています。

会長　西田　直巳（金沢市･小児科） 

保険医協会への 
入会をお勧めします 
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全
国
か
ら
二
百
七
十
八
人
が
出
席 

国
民
目
線
に
立
っ
た
医
療
追
求
の
た
め
に 
国
民
目
線
に
立
っ
た
医
療
追
求
の
た
め
に 

副
会
長
　
大
平
　
政
樹
（
金
沢
市
・
外
科
） 

保
険
医
協
会
の
役
員
に
な
っ

て
初
め
て
、
保
団
連
代
議
員
会

な
る
も
の
に
出
席
し
た
。
六
月

二
十
八
日
、
東
京
・
虎
ノ
門
パ

ス
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

た
代
議
員
会
に
は
、
全
国
の
協

会
か
ら
二
百
七
十
八
人
（
内
、

事
務
局
員
約
百
十
一
人
）
が
参

加
し
た
。

朝
の
九
時
半
か
ら
の
会
議
と

い
う
わ
け
で
、
前
日
土
曜
日
夜

七
時
の
飛
行
機
で
金
沢
を
発
っ

た
。
愛
用
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

を
持
っ
て
い
っ
た
の
は
い
い

が
、
何
と
、
こ
の
ホ
テ
ル
の
客

室
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
が
引
か
れ
て
は
い
な
か
っ

た
。
結
果
、
宿
題
は
積
み
残

第
六
回
理
事
会
が
、
七
月

七
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
理
事
会
の
運
営
に
関
し

て
、
前
々
回
に
、
協
議
事
項

の
十
分
な
討
論
時
間
を
設
け

る
に
は
い
か
に
す
べ
き
か
と

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
報

告
事
項
を
な
る
べ
く
短
時
間

に
押
さ
え
て
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
、
い
ろ
ん
な
案
件
が

飛
び
込
ん
で
き
て
、
し
か
も

い
ず
れ
の
問
題
も
な
い
が
し

ろ
に
で
き
ず
、
今
回
も
夜
遅

く
ま
で
の
会
議
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

総
務
部
か
ら
は
、
会
員
の

動
向
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

高
齢
に
よ
る
廃
院
の
方
が
複

数
お
ら
れ
、
九
十
二
歳
と

八
十
五
歳
の
方
で
、「
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
」
と
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
活
気
の
あ
る
歯
科

部
か
ら
は
、
各
種
講
演
会
の

予
定
が
報
告
さ
れ
た
の
と
、

当
協
会
事
務
局
の
工
藤
氏
が

渾
身
の
思
い
を
込
め
て
作
成

中
の
『
歯
科
保
険
診
療
便

覧
』
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
分
か
り
づ
ら
い
診
療

報
酬
を
カ
ラ
ー
で
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で

き
る
冊
子
と
な
っ
て
お
り
、

今
年
の
当
協
会
の
目
玉
と
な

り
そ
う
で
す
。

ま
た
、
先
日
当
協
会
の
小

島
理
事
が
愛
知
県
保
険
医
協

会
で
、「
歯
科
に
お
け
る
震

災
時
の
対
応
」
と
題
し
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
が
、
東
海
地

震
に
対
す
る
備
え
を
急
い
で

い
る
地
域
で
も
あ
り
、
参
加

さ
れ
た
方
々
は
、
大
変
関
心

を
持
っ
て
聴
講
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

学
術
・
保
険
部
か
ら
は
、

次
回
の
「
よ
ろ
ず
勉
強
会
〜

内
視
鏡
も
ろ
も
ろ
〜
」
で
、

多
く
の
一
般
会
員
の
方
が
参

加
予
定
で
あ
る
と
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

医
療
福
祉
部
か
ら
は
、
今

ま
で
の
「
高
齢
者
施
設
を
訪

ね
て
シ
リ
ー
ズ
」
に
加
え
、

「
病
院
連
携
室
訪
問
シ
リ
ー

ズ
」
が
は
じ
ま
る
と
の
こ
と

で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
西

川
理
事
か
ら
熱
の
こ
も
っ
た

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
在
宅
医
療
講
演
会
や
社

会
保
障
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
企

画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

機
関
紙
・
文
化
部
か
ら
は
、

本
紙
八
月
号
の
編
集
状
況
と

共
に
、
秋
に
予
定
さ
れ
て
い

る
ゴ
ル
フ
大
会
や
「
ド
ク
タ

ー
ズ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
の

企
画
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
面

で
、
協
会
会
員
の
方
々
の
お

役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
斉
藤　

記
】

（7月7日開催・13人出席） 

第6回理事会点描

今回もまた、
夜遅くまで・・・
今回もまた、
夜遅くまで・・・

し
。
私
の
出
張
は
、
い
つ
も
ど

こ
か
抜
け
て
い
る
。

会
議
は
昼
の
休
憩
四
十
分
を

は
さ
ん
で
、
正
味
六
時
間
弱
で

あ
る
。
正
直
終
わ
っ
た
こ
ろ
に

は
、
な
ん
か
ジ
ワ
ー
ッ
と
疲
れ

た
。
会
務
報
告
、
規
約
改
定
、

診
療
報
酬
改
定
要
求
案
、
決
算

報
告
な
ど
が
執
行
部
か
ら
説
明

さ
れ
た
が
、
所
要
時
間
は
わ
ず

か
四
十
分
に
過
ぎ
な
い
。
残
る

多
く
の
時
間
は
、
各
協
会
か
ら

の
発
言
と
執
行
部
答
弁
・
フ

ロ
ア
ー
議
論
に
費
や
さ
れ
た
。

こ
れ
が
ま
あ
、
大
変
な
作
業

だ
。特

に
、
保
団
連
の
現
在
の
執

行
体
制
と
運
動
方
針
の
議
論

は
、
多
様
な
意
見

が
出
た
。
ゆ
る
い

連
合
体
に
過
ぎ
な

い
保
団
連
に
、
何

を
期
待
し
、
何
を

求
め
る
か
。
主
体

的
に
運
動
の
先
頭

に
立
つ
べ
き
と
い

う
意
見
と
、
中
央

組
織
と
し
て
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
今
の
役
割

を
全
う
す
べ
き
と

い
う
意
見
。
多

分
、
そ
の
ぶ
つ
か

り
合
い
だ
っ
た
よ

う
に
思
う
。

お
そ
ら
く
会
員
諸
氏
に
お
か

れ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
意
見

が
あ
る
だ
ろ
う
。
詳
細
を
知
り

た
い
方
は
、
ぜ
ひ
『
全
国
保
険

医
新
聞
』
に
目
を
お
通
し
い
た

だ
き
た
い
。
た
ま
に
は
、
雲
の

上
に
感
じ
る
保
団
連
組
織
の
在

り
方
を
考
え
る
の
も
、
き
っ
と

意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。

こ
こ
か
ら
は
個
人
的
意
見
だ

が
、
組
織
と
は
誰
が
ト
ッ
プ
に

な
っ
て
も
、
そ
う
簡
単
に
変
革

で
き
る
訳
で
は
な
い
。
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
進
め
れ
ば
独
断
専
行

と
言
わ
れ
、
全
体
の
総
意
を
図

れ
ば
優
柔
不
断
と
揶
揄
さ
れ

る
。
ど
ち
ら
に
転
ん
で
も
そ
う

い
う
も
の
だ
。

多
分
、
も
っ
と
も
大
切
な
こ

と
は
、
国
民
目
線
に
た
っ
た
医

療
を
追
求
し
て
い
く
と
い
う
姿

勢
を
貫
く
こ
と
だ
ろ
う
。
近
道

で
あ
れ
、
回
り
道
で
あ
れ
、
き

っ
と
た
ど
り
着
く
先
は
同
じ
で

あ
る
に
違
い
な
い
。
私
は
そ
う

信
じ
て
い
る
。

全
国
の
研
究
会
活
動
に
熱
気
を
感
じ
て 

会
員
に
会
費
以
上
の
活
動
の
提
供
を 

会
員
に
会
費
以
上
の
活
動
の
提
供
を 

石
川
協
会
か
ら
歯
周
病
と
糖
尿
病
を
報
告 

保
団
連
研
究
部
員
　
平
田
　
米
里
（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

保
団
連
研
究
会
活
動
担
当
者
会
議
 

七
月
五
日
（
日
）、
東
京
の

新
宿
農
協
会
館
に
あ
る
保
団
連

会
議
室
で
、
二
〇
〇
九
年
度
保

団
連
研
究
会
活
動
担
当
者
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
全
国

か
ら
医
師
・
歯
科
医
師
・
事
務

局
員
も
含
め
七
十
人
を
超
え
る

出
席
者
が
あ
り
、
盛
況
で
あ
っ

た
。午

前
中
は
「
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
か
ら
一
年
│
現
状

と
問
題
点
」
と
題
し
て
、
東
海

大
学
医
学
部
・
大
櫛
陽
一
教
授

の
特
別
講
演
と
な
っ
た
。
実
際

の
デ
ー
タ
を
基
に
、
日
本
で
は

肥
満
が
問
題
に
な
る
対
象
者
は

人
口
比
率
に
し
て
三
％
に
し
か

過
ぎ
ぬ
こ
と
。
日
本
で
の
Ｂ
Ｍ

Ｉ
や
腹
位
の
肥
満
基
準
は
捏
造

さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
指
針
を

作
成
し
た
医
師
の
多
く
が
、
製

薬
会
社
か
ら
巨
額
の
寄
付
金
を

受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を

憤
り
な
が
ら
指
摘
さ
れ
た
。

教
授
の
特
定
健
診
に
対
す
る

評
価
は
概
ね
妥
当
と
思
わ
れ
た

が
、
工
学
部
出
身
ゆ
え
の
限
界

で
あ
ろ
う
か
、「
高
脂
血
症
の

人
は
脳
卒
中
に
な
り
に
く
い
」

な
ど
と
、
あ
る
論
文
デ
ー
タ
を

取
り
上
げ
て
お
話
さ
れ
る
に
及

ぶ
と
、
さ
す
が
に
医
師
の
臨
床

現
場
感
覚
や
共
通
認
識
と
か
け

離
れ
て
い
る
し
、
相
反
す
る
他

の
デ
ー
タ
を
無
視
し
て
い
る
な

ど
と
、
研
究
部
会
の
医
師
か
ら

反
論
が
出
さ
れ
、
議
論
伯
仲
の

展
開
と
な
っ
た
。
今
後
、
詳
細

な
検
討
が
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

と
同
時
に
、
研
究
部
会
の
存
在

意
義
が
試
さ
れ
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
私
的

に
は
聞
い
て
い
て
面
白
か
っ

た
。午

後
か
ら
は
「
歯
周
病
と
全

身
疾
患
に
つ
い
て
の
臨
床
研

究
・
調
査
研
究
」
と
題
し
、
四

協
会
か
ら
の
報
告
に
多
く
の
時

間
を
割
い
た
。
東
京
協
会
の
申

偉
秀
医
師
が
報
告
し
た
「
歯
周

病
と
動
脈
硬
化
性
疾
患
」
に
関

す
る
医
科
歯
科
共
同
研
究
は
、

歯
科
専
門
誌
に
も
掲
載
さ
れ
、

歯
周
病
学
会
と
の
連
携
も
始
ま

っ
た
と
い
う
。

千
葉
協
会
、
青
森
協
会
と
共

に
石
川
協
会
か
ら
は
、
同
じ
タ

イ
ト
ル
で
「
歯
周
病
と
糖
尿

病
」
に
関
す
る
研
究
の
進
捗
状

況
を
報
告
し
、
そ
の
後
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
移
っ
た
。
こ
の

検
討
・
議
論
を
受
け
て
、
保
団

連
研
究
部
会
が
ど
の
よ
う
に
取

り
ま
と
め
全
国
展
開
に
結
び
つ

け
る
か
、
部
員
の
端
く
れ
と
し

て
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
る
と

共
に
緊
張
す
る
瞬
間
で
あ
っ

た
。ま

た
、
兵
庫
協
会
の
研
究
活

動
量
は
い
つ
も
呆
れ
る
ほ
ど
な

の
だ
が
、
あ
る
報
告
者
が
「
世

話
人
は
常
に
会
員
に
会
費
以
上

の
も
の
を
提
供
す
る
覚
悟
で
い

る
」
と
発
言
さ
れ
た
こ
と
を
お

聞
き
し
、
た
だ
た
だ
敬
服
し
、

恥
じ
入
り
、
反
省
す
る
ば
か
り

で
あ
っ
た
。

▲
2
三
飛
△
同
玉
▲
3
二
銀

打
△
2
二
玉
▲
2
三
金
△
1

一
玉
▲
2
一
銀
成
△
同
玉
▲

3
二
金
△
1
一
玉
▲
2
三
桂

ま
で
11
手
詰
。 

〈
解
説
〉
初
手
▲
2
三
飛
が
急

所
の
一
手
で
す
。
△
同
玉
に
▲

3
二
銀
打
か
ら
手
順
の
追
詰
で
、

7
手
目
▲
2
一
銀
成
で
桂
を

取
り
、
▲
3
二
金
か
ら
▲
2

三
桂
で
ピ
ッ
タ
リ
。 

（
問
題
は
23
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

囲 

解 
答 

碁 4
3

1 2

5

（
問
題
は
23
面
に
あ
り
ま
す
） 

黒
1
を
決
め
て
か
ら
3
と
置
く
の
が

急
所
の
一
手
。
白
4
に
黒
5
で
白
死
で
す
。

黒
1
で
4
は
白
3
黒
1
白
2
以
下
コ
ウ
。

黒
3
で
4
も
白
3
で
コ
ウ
。
白
2
で
4

な
ら
黒
5
白
3
黒
2
で
白
死
で
す
。
 

フロアーと執行部との熱い議論が続けられた

（問題は20面にあります）

数独パズルの答え
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愛知協会から招請され 
歯科における震災時の対応についての講演 

小島　登（内灘町・歯科） 

石川協会の能登半島地震への教訓を生かして 

二
〇
〇
七
年
三
月
二
十
五
日

（
日
）
午
前
九
時
四
十
二
分
ご

ろ
、
能
登
半
島
沖
を
震
源
地
と

す
る
〝
震
度
六
強
〞
の
大
き
な

地
震
が
発
生
し
た
。
そ
の
夏
に

特
別
座
談
会
「
医
師
か
ら
見
た

能
登
半
島
地
震
」
が
開
催
さ

れ
、
被
災
し
た
歯
科
医
師
か
ら

「
こ
の
体
験
か
ら
得
た
こ
と
を

次
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
そ

れ
を
受
け
て
、
歯
科
部
は
す
ぐ

さ
ま
専
任
チ
ー
ム
を
編
成
し

た
。
過
去
に
歯
科
医
院
の
た
め

の
有
効
な
体
系
的
、
具
体
的
な

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
く
、
専
門
外

の
未
知
の
分
野
を
ま
と
め
る
こ

と
に
非
常
に
苦
労
し
た
。

そ
し
て
、
つ
い
に
二
〇
〇
八

年
九
月
一
日
に
『
歯
科
に
お
け

る
震
災
時
の
対
応　

能
登
半
島

地
震
の
体
験
か
ら
』
を
発
刊
し

た
。
各
方
面
か
ら
注
文
が
相
次

ぎ
、
二
千
部
発
行
し
た
が
、
在

庫
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
た
。

今
回
、
愛
知
県
保
険
医
協
会

の
歯
科
地
域
医
療
研
究
会
か
ら

歯
科
医
療
機
関
の
東
南
海
地
震

に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て
話
し

て
欲
し
い
と
の
依
頼
が
あ
り
、

講
師
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

◇

七
月
五
日
（
日
）
午
前
十
時

〜
十
二
時
ま
で
、
愛
知
県
保
険

医
協
会
・
伏
見
会
議
室
に
て

『
歯
科
に
お
け
る
震
災
時
の
対

応―

減
災
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て―

』
を
講
演
し
た
。
減

災
と
は
、
事
前
対
策
で
あ
る
。

人
命
を
守
り
、
医
院
の
損
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
、
早
期
復
旧

を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
災
害

が
起
こ
る
前
に
行
っ
て
お
く
べ

き
準
備
や
緊
急
時
の
対
応
に
つ

い
て
、
レ
ジ
ュ
メ
に
添
っ
て
解

説
し
た
。

会
場
に
は
地
域
で
減
災
対
策

に
携
わ
る
立
場
の
方
や
関
心
の

あ
る
方
、
大
学
時
代
の
同
級

生
、
二
十
数
人
の
歯
科
医
師
が

参
加
し
て
い
た
。
三
十
分
を
超

え
る
数
々
の
質
疑
応
答
と
参
加

者
同
士
の
議
論
も
あ
り
、
遠
く

名
古
屋
ま
で
来
た
甲
斐
が
あ
っ

た
。
今
後
、
少
し
で
も
多
く
の

方
々
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
が
進

み
、
地
域
の
減
災
対
策
の
輪
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

長崎協会発行 

レセプト電算処理と 
オンライン請求のポイント 
レセプト電算処理と 
オンライン請求のポイント 

■タイトル  『レセプト電算処理とオンライン請求のポイント』 
■サ イ ズ　Ｂ5判（カラー）92頁 
■定　　価　2,500円（税・送料込） 

◎申し込みは石川県保険医協会まで 

TEL 076-222-5373 
FAX 076-231-5156

生活設計をサポート！ 

保険医年金のおすすめ保険医年金のおすすめ保険医年金のおすすめ
2009年度の加入・増口の受付が9月1日から始まります

お問い合わせは、石川県保険医協会まで  Tel： 076-222-5373　Fax：076-231-5156 
 
 ※ 普及期間中には、三井生命、明治安田生命、富国生命の普及担当者がお伺いしますので、ご面談くださいますようお願いします。 
※ ここでは制度の概要をお知らせしております。詳細については今後送付するパンフレット等をご確認ください。 

この機会にぜひ加入・増口をご検討ください。 
 
■お申込み期間：9月1日から10月25日まで 
■ご 加 入 日：2010年1月1日 
■予 定 利 率：1．256％（2009年4月1日現在の予定利率で、将来変動することがあります） 
■加 入 資 格：新規は満74歳、増口は79歳までの石川県保険医協会の会員で、健康で正常に 
　　　　　　　　就業している方。 
　　　　　　　　※保険医年金の満期は満80歳の誕生日直後の9月1日です。 

 自在性が魅力です！ 
○急な出費にも1口単位で解約できます 
○払込が困難な時には掛金中断も可能です 
○年金受給時には 
　q10年定額、w15年定額、 
　e15年逓増、r20年逓増年金から選択、 
　または一括受取 
○万一の時にはご遺族に全額給付 

   ご　加　入　例 
40歳で月払10口（10万円）加入 
70歳から10年定額で受給した場合 
受給額：月々約  37万円 
　　　　年間約442万円 
 

　保険医年金は、国の公的年金制度が不十分な
ためにつくられた医師・歯科医師を対象とする
積立型の年金制度（拠出型企業年金保険）です。
1968年発足以来40年以上の実績があり、現在
では加入者約6万人、積立金額1兆1千億円を超
え、わが国有数のスケールに発展しています。 
　この制度では年金制度でもっとも大事な点で
ある加入者の年金給付を守ることを重視し、こ
れまでに年金受給者の年金額をカットしたこと
は一度もありません。 

月　払
１口１万円 （３０口まで）
一時払

１口５０万円 1回につき ４０口まで 
（　　　　） 

石川協会が作った『歯科における震災時の対応』を手に講演する小島登理事
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『病院マップ』発刊にあたって 

「病院マップ」 「病院マップ」 「病院マップ」 年度版 2009年度版 

会員には本紙とともに 
お送りしました。 

追加は有料です。 
（1冊3,000円  会員は2,000円／送料込み） 

※連絡先は1面左上記載。　担当：杉野まで 

2009
完 成 !!

お待たせ 
しました!!

『病院マップ』2009年度版を発刊するにあたり、ご協力いただいた病院各位に、まず感謝申し上げま

す。また、協賛をいただいた各社にも感謝申し上げます。 

2009年度版では、新しい企画として、病院長に「地域医療に対する思い」をコラム的に書いていただ

けるようお願いし、18病院長から文章をいただきました。ありがとうございました。「各病院は地域に

おける自院の位置づけや専門性をより明確にし、・・・地域に貢献する姿勢が何よりも重要である」「そ

れぞれの病院の特長を生かし、地域連携を強化して、病院完結の医療から地域完結の医療へ転換して

いこう」「地域の生活の場としてのかかりつけ医、病院およびその連携を今後も取り組んでいきたい」

などと地域医療への思いが熱く語られています。 

また、今回は主に使っている側の診療所の先生から、『病院マップ』の使い勝手や改善提案をしてい

ただきました。ありがとうございました。たとえば「地域連携室のサービス状況を詳細に記してもら

いたい」とか、「巻末に検査機器利用一覧を載せて欲しい」とか「勤務医の過剰労働を少なくするため、

開業医とのより一層の連携に役立つように」などのメッセージをいただきました。2010年度版に活か

していきたいと思います。 

医療をめぐる情勢がどのように変わっていくのか、現時点では予測がつきません（『病院マップ』が

発刊されたときは、ある程度方向が出ているかもしれませんが）。世論調査では、国民の一番望んでい

ることは、社会保障の充実です。社会保障の充実により、安心して生活できる実感ができてこそ、個人

消費の増加が期待でき、さらに雇用の創出や経済活性にも繋がります。国民が安心・安全に医療機関

にかかれ、質の高い医療を受けるには、裏付けとなるマンパワーの充実や医療保険制度の改革などが

必要ですが、前提として私たち医療者は、患者さんを中心にして、よりよい医療の提供を常に考えて

いかなくてはなりません。そのためには自己完結ではなく、地域完結の医療が必要で、この『病院マッ

プ』が果たす役割は大きいと思っています。 

『病院マップ』も1986年の創刊以来24年目になります。ある先生からは「『病院マップ』は保険医協

会の財産だ」とも言われました。この財産をより豊かにするために、内容については常に「ユーザーズ

フレンドリー」を念頭に、改善を積み重ねていきたいと思っています。活用とご意見をお願いします。 

なお、今年度の病院マップでは、介護老人保健施設と特別養護老人ホームは、一覧と共に地図に示

しました。両施設の詳細は当協会発行の『福祉マップ』をご参照下さい。 

在庫が無くなり次第、締め切ります。 

『病院マップ』発刊にあたって 2009年度版 

2009年７月15日 
石川県保険医協会　　　　　　　　　　　　　　　 
理事・医療福祉部長　大川　義弘（金沢市・内科） 

北谷クリニック主催

健康寿命をのばすために 
今できること 
健康寿命をのばすために 
今できること 

聴いて元気が出る講演会 

ー毎日の生活と高血圧・腎臓病ー 

日　　時 2009年9月12日（土） 
午後3時30分より 

会　　場 かほく市高松産業文化センター  多目的ホール 
（中央通り沿い：076-281-3176） 

■お問い合わせ／北谷クリニック（076-281-8801）

慢性腎臓病（ＣＫＤ）は，われわれ現代人に突きつけられた刃である。物言わぬ臓器であ
る腎臓を，無意識に酷使している間に脅威は静かに忍び寄り，健康な生命を脅かす。毎年
新たに２万人が人工透析が必要となるばかりでなく，多くの場合心臓病や脳卒中の引き金
にもなる。これを予防する鍵は意外にも身近な所にある。この分野の第一人者である演者が
日々 の生活や血圧の管理などの重要性について分かりやすく解説する。 

入場 
無料 

●司会  廣瀬  源二郎氏（金沢医科大学名誉教授、浅ノ川総合病院顧問） 
●講師  和田  隆志氏（金沢大学医学部教授） 

『公費負担医療等の手引』 
（2009年8月版） 

8月中旬に発刊予定 
8月下旬までに「申し込み用紙」を送付します。 
今しばらくお待ちください。 
 
 
 
 
 
予定価格4,000円 
（会員価格 2,000円／ 
  税・送料込み） 
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石川県保険医協会・歯科部会の取り組みと展望 
副会長　平田　米里（野々市町･歯科） 

特 集 元気な石川の歯科 元気な石川の歯科 

2006 年の診療報酬改定は歴史的な改悪であっ

た。特に大都市部の保険医に与えた影響は甚大

で、この改定を機にワーキングプアに転落する歯

科医師が急増した。

地方においても他人事ではなく、石川県保険医

協会・歯科部会でも徐々に迫る会員の経営悪化に

危機感を持ち、診療報酬改善運動への呼びかけ

や、会員に対する支援策を強化することとした。

手始めとして、2008 年『石川保険医新聞』新

年号特別企画として、座談会「歯科が危ない・・

歯科医療危機の打開と展望を探る」を発信するこ

とから始めた。

2008 年の診療報酬改定に際しては、３月末の

「新点数検討会」に加え、６月には、赤本『歯科

保険診療の研究』を利用した勉強会も開催した。

また、この間、歯科会員への直接的支援として学

術講演会等を適時提供してきた。

先進医療に関するものでは、2008 年 8 月の「歯

周組織再生法の現状と最前線─ GTR法、エムド

ゲイン法、培養骨膜シート法」、同年 11 月のイン

プラント講演会、2009 年３月の乳歯幹細胞講演

会「再生医療の現状と乳歯幹細胞バンク」等が挙

げられよう。

その他、多様化する会員の要望に応えるため、

「開発途上国における保健システム強化支援につ

いて」の講演会も 2008 年 10 月に開催した（いず

れも既報）。

石川県保険医協会は講演会等に参加できなかっ

た会員にも冊子の発刊等により情報提供する姿勢

に特徴が現れている。古くは、1999 年９月発刊

の『歯科に必要な最新医科情報』から、2002 年

３月には、全国に歯周病と全身疾患の関係の理解

を深める試みとして『ペリオドンタル・メディシ

ン』、2005 年３月『歯科のための手差し会話集』、

2008 年２月『歯科のための手差し会話集・改訂

版』を発刊してきた実績がある。また、2007 年

３月 25 日の能登半島地震での会員体験を基に

『歯科における震災時の対応』と銘打ったマニュ

アルを 2008 年９月に発刊したことも評価されて

良いだろう。この出版を機として、今年７月５日

に愛知県保険医協会の招請を受け、石川の経験を

講演した。【関連記事４面】

今年度の目玉の一つ『歯科保険診療便覧』（右

上）の発刊とその使用説明会（７月 23 日）は、

画期的な企画で、全国的にも注目されている。こ

の『便覧』は 2009 年介護報酬改定内容を組み込

んだ内容で、順番に読むだけで「歯科点数表」の

深い理解がしやすくなるよう配慮した解説書とな

っていて、何種類かの関係本を、あちこちめくっ

て調べる必要が無くなった。

また、全国的に大いに注目される企画に「食育

プロジェクト」（７面に紹介記事）があり、青森

県保険医協会や東京保険医協会に続き「歯周病と

糖尿病の研究」の企画も、準備段階から離陸に向

かっている。

診療報酬改定の狭間となった本年度は、たびた

び紙面で紹介のある「歯科に必要な一般医学の講

演会─基礎知識と最前線」（７回シリーズ・冊子

化予定）を核に、講演会・研究活動を中心に会員

へのサービスを提供する方針としている。

石川県保険医協会・歯科部会の企画は単なる学

術講演会にとどまらないことは今さら語る必要も

ない。歯科の保険診療報酬制度がどれほど不備・

矛盾に満ちたものかを解説し、改善への提案を目

的とした「歯科・保険制度に関する講演会」もそ

の一つで、8月 9 日に宇佐美宏・保団連副会長を

講師に迎え開催し、その後、資料等を整備し冊子

化することにしている。

一方、当協会は全国保険医団体連合会（医科・

歯科の会員が 10 万人超）に加盟している。全国

的な組織と連携し、「保険で良い歯科医療を求め

る運動」や診療報酬改善運動等さまざまな全国規

模の運動と協働すると共に、共済制度をはじめ審

査・指導支援等、いろいろなサポートを受けるこ

とができる強みもある。

さて、この数年の戦略の柱の一つは、人材の育

成・協力歯科医師の増員で、計画は着実に進行中

である。会員の持ち込み新企画にも応じる用意も

ある故、参加・活動をご希望の方は協力歯科医や

事務局にご相談くださることを希望するものであ

る。

●7月23日発刊　●石川県保険医協会発行 
●A4判・430頁　● 1冊 8,000円（税・送料込） 

会員価格 5,000円 

歯科部発行の主な出版物（好評につき完売） 

「歯周組織再生法の現状と最前線－GTR法、
エムドゲイン法、培養骨膜シート法」の講演会

（2008年8月開催）

歯科新点数検討会（2008年3月開催）
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歯科部会の特徴について
石川県保険医協会の歯科部会は、何かの特別企画に際して個別チームを編

成して対応するという方式を採用してきました。今までの例では、さまざま

な冊子化チームがありました。現在進行中のもので言えば、食育プロジェク

トチーム・歯周病と糖尿病研究チーム・歯科に必要な一般医学講演会シリー

ズ担当チームなどです。ここでは、二つ紹介させていただきます。

副会長　平田　米里（野々市町･歯科） 

その１ 「歯周病と糖尿病の研究」の紹介 
 

第一段階として、中規模病院の糖尿病専門医と付属歯科に協力を頂き、対象

者・範囲を限定し研究を開始する計画が進行中です。今は、歯科・医科の調査

項目の選抜と調査票の作成が終わり、統計学の専門家による研究デザインを煮

詰めている段階にあります。

研究に参加する歯科医院スタッフの研修、調査方法の基準統一を経た後でス

タートすることにしています。

第二段階では、中規模病院の糖尿病患者さんを近隣の開業歯科医と連携して

研究を進める予定です。

第三段階では、開業医科・歯科会員間での連携を計画しています。

理　事　小島　登（内灘町･歯科） 

その2「食育プロジェクト」の紹介 

2005 年 10 月６日から食育プロジェクト会議を２カ月に１度行っています。

妊娠期から高齢者となるまでのライフステージと口腔機能・形態の育成、生活

習慣、食の環境・内容、社会的支援等について、国民（専門職も含む）に直接

発信すること、歯科医師へ発信すること、この両方を並行して行うために、各

担当者が到達点を確認しながら議論しています。興味や関心のある方は、ぜ

ひ、参加を。

今年 11 月７日には、石川県健康福祉部子育て支援課管理栄養士濱口優子氏

をお迎えして第６回食育講演会を予定しています。

【講演会記録】

●　第１回食育講演会は、2006 年７月 23 日に昭和大学向井美恵教授と丸山進

一郎先生をお迎えして開催した。保健師、言語聴覚士、管理栄養士など幅広

い職種の参加があり、歯科医師の狭い範囲での捉え方だけではなく、幅広い

角度から子供の食育を考え、対応していかなければならないことを痛感し

た。そして、口腔機能の正常な発達に向け何を指導すべきかや、主に離乳期

からの取り組みが大切であることを学んだ。

●　第２回食育講演会は、2007 年５月 20 日に日本大学赤坂守人教授をお迎え

して開催した。「子育て支援」の観点から健康相談・健康教育などの地域住

民への支援が必要であり、そのためにわれわれ歯科医は知識と礼儀や、上か

ら目線でない話し方などの教育を受けることが重要であることが分かった。

●　第３回食育講演会は、2007 年 10 月 14 日に岡山大学医学部・歯学部附属

病院　小児歯科の岡崎好秀先生をお迎えして開催した。歯科医は歯の萌出後

の機能ばかり考えがちであるが、歯の萌出以前の機能獲得の分野にも目を向

け、人間が本来もつべき口腔機能の知識とその獲得のための技術を習得しな

ければならないと考えさせられた。

●　第４回食育講演会は、2008 年６月 22 日に石川県健康福祉部子育て支援課

担当課長沼田直子氏をお迎えして開催した。忙しさにあふれる現代では食に

も効率化が求められてきているが、食育は楽しく食べる事であり、心と体が

育まれる感性を取り戻すことであると理解した。

●　第５回食育講演会は、2009 年２月 22 日に愛知県日進市の福岡雅先生と大

阪府茨木市の宮坂乙美歯科衛生士をお迎えして開催した。福岡先生は、正常

な咬合発育を阻害する悪習癖・異常機能を正常化することが原因除去療法で

あり予防であると力説し、宮坂歯科衛生士は、正常な咀嚼・嚥下のために

は、口唇閉鎖をしながらの嚥下獲得が必要であると講演された。

石川県健康福祉部子育て支援課担当課長の沼田直子氏を講師に招いて開かれた 
第4回食育講演会（2008年6月開催）

全国に誇れる歯科部会の活動 全国に誇れる歯科部会の活動 

津田　謹誠（津幡町）

歯　　科　　部

濱田　　久（かほく市）

歯　　科　　部

近藤　政子（金沢市）

食育プロジェクト

長門　　佐（金沢市）

食育プロジェクト

平田　米里（野々市町）
歯　　科　　部
食育プロジェクト

小島　　登（内灘町）
歯　　科　　部
食育プロジェクト

高木　治仁（金沢市）

歯　　科　　部

長谷他家志（金沢市）

食育プロジェクト

浦崎　裕之（金沢市）

歯　　科　　部

堀江　一成（中能登町）

歯　　科　　部

工藤　浩司

歯科担当事務局

不島　健持（金沢市）

食育プロジェクト

山本　　司（野々市町）

歯　　科　　部

小野　栄子

歯科担当事務局

宮田　英利（金沢市）

歯　　科　　部

石川県保険医協会の歯科の活動を担っている先生方（50音順）と事務局員
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６月 20 日（土）、ホテル金沢において、金沢循

環器病院院長の名村正伸先生をお招きし、「虚血

性心疾患の診断と治療　Up-to-date 歯科医の注意

すべき点」の演題で講演が行われた。

動脈硬化の種類は主に三種類あり、『細動脈硬

化』、血管中膜にカルシウムが沈着・硬化する

『中膜（メンケベルグ）硬化』、一般的によく言わ

れる動脈硬化である『アテローム性動脈硬化』で

は、血管内膜に脂肪性の粥腫（プラーク）が蓄積

し狭窄を招くということで、LDL コレステロー

ルが血管内壁に沈着するのが始まりだということ

である。

血管内壁障害因子には高血圧・糖尿病・喫煙な

どの因子がよく知られているが、ヘルペスウィル

ス、歯周病菌のポリフィロモナス・ジンジバーリ

ス等が影響を与える因子の一つということも示さ

れた。歯周病と虚血性心疾患の関係については、

全ての歯に３㎜を超えるポケットを持つ人はそう

でない人と比べ、冠状動脈疾患になる可能性が

3.6 倍高い報告もあり、2005 年のアメリカンハー

トジャーナルには、重症の歯周病の治療を行った

後には、血管内壁の状態が改善されたという論文

もある。別の報告でも三ヶ月間歯周病の治療をし

た後に、上腕動脈の血管拡張機能（内皮機能）が

改善されたという報告もあるということである。

虚血性心疾患の検査法は数種類あるが、現在の

ところカテーテル検査が治療方針を決めやすく、

上肢（上腕）からアクセスできるなど、昔より侵

襲は少なくなっており、ゴールドスタンダードと

して確実な検査方法ということであった。また、

カテーテル検査に代わる方法としてMSCT（8・

16・64 マルチスライス CT）があり、特に 64 列

MSCTでは心臓・冠状動脈を立体的に映像化し、

狭心症の原因である脆弱性ソフト

プラークを判定することも可能

で、最近ではカテーテル検査の前

に 64MSCT を行おうという方向

で検討されているそうである。

虚血性心疾患の治療は薬物療

法、冠動脈バイパス手術（CABG）、

経皮的冠状動脈形成術（PCI）が

三本柱であり、PCI には、狭窄し

た冠動脈をバルーンで広げる『POBA（冠動脈バ

ルーン形成術）』、直径約 1.5 ㎜の高速ローターで

動脈内の石灰化した粥腫を削り取る『Rotablator

（高速回転式冠動脈粥腫切除術）』、『方向性冠動脈

粥腫切除術（DCA））や、『冠動脈内ステント留

置術』がある。冠動脈内ステント留置術は PCI

のうち約９割で行われている治療法であり、冠動

脈を広げて留置する網状のステントには金属製の

ものと、ステント留置後の血管内壁の平滑筋細胞

の増殖を抑えるためにシロリムス（=ラパマイシ

ン→イースター島の土壌内菌由来）を金属ステン

トにポリマーコーティングした薬剤溶出性ステン

ト（DES）の二つがあるということである。どち

らも長短はあるが、PCI 四種類の治療法のうち、

ステント留置術は冠動脈の再狭窄率が最も少な

く、有用な方法であるということであった。

その後、事前に受けていた質問にお答えいただ

き、ステント留置術後の患者さんは、作用の異な

る抗血小板薬を２剤併用している場合があること

や、薬物療法でワーファリン・抗血小板薬を服用

の場合は病状によっては中止することなく施術す

ることが望ましいという日本循環器学会のガイド

ラインがある。心臓弁膜症患者さんに対する感染

性心内膜炎の予防に関しても、常にハイリスク群

との認識を持ち、出血を伴う歯科手技の場合は抗

菌剤の事前投与を行うといった対応が必要である

と示された。

今回、循環器専門医の名村先生に貴重な講演を

していただき、虚血性心疾患患者さんに対する理

解・注意が深まったと共に、命を救う治療をされ

ているということに大きな刺激を受けることがで

きたと思う。

大学では歯科補綴一筋であったはずの私は、開業して一人悶々と臨床に悩み、セミナーに参加し

たり、専門書をあさったりしていたが、６月 20 日のセミナー（金沢循環器病院　院長　名村正伸

先生）は面白かった。

64 列MSCTのクリアな画像には息を呑んだ。冠動脈の狭窄部がリアルに映し出され、ASC（動

脈硬化）の治療の説明、そのなかでも循環器内科の PCI（経皮的冠動脈形成術）は、AHA（アメ

リカ心臓学会）のテキストにも載っていたが、名前からして、今一つ理解できないところだったの

だ。それには４種類あり、その一つ、高速回転式冠動脈粥腫切除術は、ワイヤーを先導させたダイ

ヤモンドのタービン切削器具で、ロータリングさせて石灰化した血栓を開削するのだが、うっかり

すると、ローターがくい込み、動かなくなって大変なことになるそうで、そうなる前のちょっと引

き戻すときのコツに、手指の感覚、タービンの音を聞く耳も重要のくだりには、出席した歯科医の

内から、クスっと親しみの声がもれ聞こえた。

また、Co̶Cr でできたステント留置後の、再狭窄の予防に、ステント表面に薬剤を混ぜたポリ

マーをコーティングしたものは良好な結果が得られるはずが、術後一年で、Bare metal stent（コ

ーティングされていないもの）と再狭窄率が逆転するというデータ。これに悩めるＪシーファの内

科医に、妙な親近感さえ覚えた（歯科のフッ素徐放性のセメントって？）。それら DES（drug 

eluting stent）埋め込み患者には、長期の抗血小板剤の投与が必要で、塩酸チクロピジンは６ヶ月、

アスピリンは無期限とのこと。

歯科医（自分を含め）のためになるような多くの企画を立案、実行された、歯科部会の先生方と

事務局の方々は、素晴らしい仕事をされている。自分が部会の末席に連なることは是か非かと、問

いたいと感じた次第である。

名村先生の講演を聞いて 名村先生の講演を聞いて 

濱田　久（かほく市・歯科） 

歯科部の先生、事務局によるすばらしい企画 

講師の名村正伸氏

「虚血性心疾患の診断と治療Up-to-date 歯科医の注意すべき点」の講演会
（今年6月20日開催）

歯科部　宮田　英利（金沢市・歯科） 

虚血性心疾患への理解深まり、 
　　命を救う治療に刺激を受けて 

●講師　金沢循環器病院院長　名村　正伸先生● 

講　演　会　要　録 

虚血性心疾患の診断と治療 Up-to-date 歯科医の注意すべき点 虚血性心疾患の診断と治療 Up-to-date 歯科医の注意すべき点 
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2009年2月以降、歯科部では「歯科に必要な一般医学の講演会シリーズ」をはじめ、食育講演会、歯科診療報酬関連の講演会、医療安全対策に関する

講演会、再生医療の講演会、スタッフ向け接遇セミナーなど、歯科会員やスタッフ向けのみならず、医科歯科合同企画も数多く企画しました。今後も、

歯科部企画への積極的なご参加をお待ちしております。 

多彩な歯科部の企画 多彩な歯科部の企画 

歯科に必要な一般医学の講演会 歯科に必要な一般医学の講演会 ―基礎知識と最前線― ―基礎知識と最前線― 

血液疾患診療に関する最近の話題 
〈6回目〉 

精神疾患・障害と精神科的治療対応の現状 
〈7回目〉 

と　き 9月5日（土）18時半から21時半 
ところ 金沢都ホテル 加賀の西 

小谷　岳春氏（ＮＴＴ西日本金沢病院内科医長） 講　師 

会員医療機関の歯科医師、医師、スタッフ 対　象 

会員医療機関は無料 参加費 

と　き 9月27日（日）9時半から12時半 
ところ ホテル金沢 4階 エメラルド 

奥田　宏氏（ひろメンタルクリニック院長） 講　師 

会員医療機関の歯科医師、医師、スタッフ 対　象 

会員医療機関は無料 参加費 

※必ず参加申し込みが必要です。　TEL 076-222-5373　FAX 076-231-5156

ところ定員
（参加人数）参加講　　師講演会テーマと　　き

金沢都ホテル
兼六の間

62
（参加人数）

歯科医師
歯科衛生士等

第 1部　福岡　雅氏（歯科医師）
第 2部　宮坂　乙美氏（歯科衛生士）

第 1部　成長発育と原因除去に重点を置いた不正咬合治療
への試み

第 2部　歯科からすすめる食育

＜終了＞
2月 22 日（日）
9時～ 13 時半

ホテル金沢
ダイヤモンド

61
（参加人数）

歯科医師、医師
歯科衛生士等

伊東　嘉彦氏
（株）クリスタルシャイン
乳歯バンク準備室学術部長

再生医療の現状と乳歯幹細胞バンク
―幹細胞を利用した臨床応用に向けた将来展望―

＜終了＞
3月 8日（日）
10 時～ 12 時半

金沢都ホテル
飛翔の間

45
（参加人数）

歯科医師、医師、
歯科衛生士等

宮田　勝氏
石川県立中央病院歯科口腔外科
診療部長

 
抗血栓療法患者ならびにビスホスホネート系薬剤投与患者に
対する抜歯等の観血的処置の留意点と医科歯科連携のポイン
トを考える

  歯科に必要な一般医学の講演会  ―基礎知識と最前線―  ＜終了＞
4月 4日（土）
18 時～ 21 時

ホテル金沢
風月の間

41
（参加人数）

歯科医師、医師、
歯科衛生士等

東　みゆき氏
東京医科歯科大学大学院教授

 
免疫のふしぎ
  歯科に必要な一般医学の講演会  ―基礎知識と最前線―  

＜終了＞
4月 26 日（日）
9時半～ 12 時半

ホテル金沢
エメラルド

41
（参加人数）

歯科医師、医師、
歯科衛生士等

斉藤　典才・保険医協会理事
城北病院外科部長

 
この 10 年で大きく変わった癌治療
癌の患者さんについて、歯科の先生に知っていただきたいこと

  歯科に必要な一般医学の講演会  ―基礎知識と最前線―  ＜終了＞
5月 23 日（土）
18 時～ 21 時

ホテル金沢
風月の間

32
（参加人数）

歯科医師、医師、
歯科衛生士等

名村　正伸氏
金沢循環器病院院長

 
虚血性心疾患の診断と治療Up-to-date
  歯科に必要な一般医学の講演会  ―基礎知識と最前線―  

＜終了＞
6月 20 日（土）
18 時半～ 21 時半

ホテル金沢
ダイヤモンド

50
（定員）  

歯科医師、
スタッフ

工藤　浩司・保険医協会事務局次長『歯科保険診療便覧』説明会
＜終了＞

7月 23 日（木）
19 時～ 21 時

金沢都ホテル
兼六の間

50
（定員）  

歯科医師、医師、
歯科衛生士等

松島　実氏
羽咋診療所所長

 
歯科診療に関連する感染症の話
  歯科に必要な一般医学の講演会  ―基礎知識と最前線―  

＜終了＞
7月 25 日（土）
18 時半～ 21 時半

ホテル金沢
エメラルド

50
（定員）  

歯科医師、医師、
スタッフ

宇佐美　宏氏
全国保険医団体連合会副会長

診療報酬の変遷と今後の課題
―歯科医療 活性化に向けて―

＜終了＞
8月 9日（日）
9時半～ 12 時半

金沢都ホテル
加賀の間

50
（定員）  

歯科医師、医師、
歯科衛生士等

小谷　岳春氏
NTT西日本金沢病院内科医長

 
血液疾患診療に関する最近の話題
  歯科に必要な一般医学の講演会  ―基礎知識と最前線―  9月　5日（土）

18時半～21時半

ホテル金沢
エメラルド

50
（定員）  

歯科医師、医師、
歯科衛生士等

奥田　宏氏
ひろメンタルクリニック院長

 
精神疾患・障害と精神科的治療対応の現状
  歯科に必要な一般医学の講演会  ―基礎知識と最前線―  9月 27日（日）

9時半～12時半

ホテル金沢
風月の間

80
（定員）  

開業５年以内の
医科歯科会員、未入会員

西田直巳・保険医協会会長
工藤浩司・保険医協会事務局次長
栄　重光氏・社会保険労務士

医科歯科・新規開業医懇談会
→詳細は 15 面

10月 17日（土）
18時～20時

保険医協会
会議室

15
（定員）  

歯科会員第 1回　会員交流会10月 31日（土）
19時～21時半

石川県地場産業振興
センター新館、
第 12 研修室

100
（定員）  

歯科医師、スタッフ、
食育関連職種の方など

濱口　優子氏
石川県健康福祉部少子化対策監室
子育て支援担当母子保健食育グループ
専門員

第６回食育講演会11月 7日（土）
18時半～20時半

金沢都ホテル
加賀の間

150
（定員）  

歯科医師、医師、
スタッフ

和倉温泉「加賀屋」よりお呼びしますスタッフ向け接遇セミナー11月 8日（日）
10時～12時

ホテル金沢
ダイヤモンド

歯科医師、スタッフ保険医協会歯科部2010 年歯科診療報酬検討会3月 25日（木）
19時～22時
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《支払基金審査委員》
代表別 診療科 氏　　名 勤務先の種別

診　

療　

担　

当　

者　
　
　

19　

人

内 科 大野　秀棋 開業医　
内 科 小川　　純 開業医
内 科 四位例　靖 開業医
内 科 竹田　康男 開業医
内 科 多田　　明 病院勤務医
内 科 洞庭　賢一 開業医　
小 児 中村　英夫 開業医
外 科 桐山　正人 病院勤務医
外 科 羽柴　　厚 開業医
外 科 八木　雅夫 病院勤務医
整 外 下h　英二 開業医
整 外 松本　晴彦 病院勤務医
皮 膚 小林　博人 開業医
産 婦 橋本　　茂 病院勤務医
眼 科 中川　寛忠 開業医
耳 鼻 上田　恵一 開業医
歯 科 蒲田　志朗 開業医
歯 科 向田　能和 開業医
歯 科 前多　　裕 開業医

保　

険　

者　
　
　

19　

人

内 科 安部　俊男 病院勤務医
内 科 岩田　　章 病院勤務医
内 科 長田　清明 病院勤務医
内 科 河合　昴三 病院勤務医
内 科 紺井　一郎 開業医
内 科 柴山　真介 開業医
内 科 由雄　裕之 開業医
精 神 青木　達之 開業医
小 児 奥田　則彦 病院勤務医
小 児 笠原　善仁 病院勤務医
小 児 加藤　彰一 開業医
外 科 四方　裕夫 病院勤務医
外 科 西村　元一 病院勤務医
脳 外 池田　清延 病院勤務医
整 外 岡田　正人 病院勤務医
整 外 島　　　巌 病院勤務医
産 婦 上島　半治 開業医
歯 科 木村　兼朗 開業医
歯 科 東山　一博 開業医

学　

識　

経　

験　

者　
　
　

19　

人

内 科 魚谷　浩平 開業医
内 科 奥村　廣和 病院勤務医
内 科 長内　和弘 病院勤務医
内 科 木田　　寛 勤務医
内 科 早川　浩之 開業医
内 科 三輪　梅夫 勤務医
精 神 中村　一郎 病院勤務医
外 科 竹下八洲男 病院勤務医
外 科 坪田　　誠 病院勤務医
脳 外 大西　寛明 病院勤務医
整 外 石野　　洋 開業医
皮 膚 筒井　清広 病院勤務医
泌 尿 高　　栄哲 病院勤務医
産 婦 朝本　明弘 病院勤務医
眼 科 瀬川　安則 病院勤務医
耳 鼻 伊藤　真人 病院勤務医
歯 科 大乗　　衛 開業医
歯 科 千田　恭恵 開業医
歯 科 高田　尚武 開業医

＜注記＞
＊本年6月1日の審査委員改選にあたり、当会から国保審査委員は石川県知事に、社
保審査委員は支払基金石川県支部に開示請求したところ、国保審査委員名簿は「代
表区分」、「診療科」、「氏名」、「職名」のすべてが開示されたが、社保審査委員は「氏
名」だけしか開示されなかった。このため社保審査委員は、当会発行の「病院マ
ップ」や石川県医師会会員名簿、各医療機関のホームページ等を参考に作成した。

《国保連合会審査委員》
代表別 診療科 氏　　名 職名または勤務先

保
険
医
・
薬
剤
師
代
表　
　
　

17　

名

内 科 北野　博嗣 北野内科クリニック院長
内 科 小山　　有 香林坊メディカルクリニック院長
内 科 津田　功雄 津田内科医院長
内 科 二宮　哲博 二宮内科医院長
内 科 林　　清次 林内科医院長
精 神 炭谷　信行 社会福祉法人金沢市民生協会 ときわ病院長
小 児 林　　幸子 林小児科医院長
外 科 林　外史英 林胃腸科クリニック院長
脳 外 江守　　巧 江守クリニック院長
脳 外 木下　　昭 介護老人保健施設さくら園施設長
整 外 細川外喜男 細川整形外科医院長
産 婦 荒木　克己 恵愛病院名誉院長
産 婦 本保　喜康 金沢聖霊総合病院産婦人科医長
耳 咽 木下　弘治 木下耳鼻咽喉科医院長
歯 科 井東　則文 井東歯科医院長
歯 科 安井　　浩 ヒロ歯科クリニック院長
薬 局 兼田　春生 かねだ薬局長

保　

険　

者　

代　

表　
　
　

17　

人

内 科 鵜浦　雅志 公立羽咋病院長
内 科 加登　康洋 石川県医師国保組合（加登病院長）
内 科 亀田　正二 小松市民病院副院長
内 科 篠崎　公秀 国家公務員共済組合連合会　北陸病院顧問
内 科 杉本　尚樹 金沢市立病院循環器科長
内 科 松下　栄紀 河北中央病院長
内 科 吉光　康平 石川県医師国保組合（吉光内科医院長）
小 児 加藤　貞人 公立つるぎ病院　小児科医長
外 科 大平　政樹 石川県医師国保組合（大平胃腸科外科クリニック院長）
外 科 素谷　　宏 石川県国民健康保険団体連合会（嘱託医師）
整 外 高田　宗世 石川県医師国保組合（高田整形外科内科医院長）
皮 膚 加世多秀範 石川県医師国保組合（加世多皮膚科医院長）
眼 科 田辺　久芳 石川県医師国保組合（たなべ眼科医院長）
眼 科 横川由起子 金沢市立病院眼科長
歯 科 中川　　真 全国歯科医師国保組合石川県支部（中川歯科医院副院長）
歯 科 野村　貴也 全国歯科医師国保組合石川県支部（野村歯科医院長）
歯 科 宮田　廣人 全国歯科医師国保組合石川県支部（宮田歯科クリニック院長）

公　

益　

代　

表　
　
　

17　

人

内 科 追分　久憲 国家公務員共済組合連合会　北陸病院長
内 科 大竹　茂樹 金沢大学大学院医学系研究科病態検査学教授
内 科 阪上　　学 金沢医療センター循環器科部長
内 科 中島　昭勝 石川県済生会金沢病院内科診療部長
内 科 藤村　政樹 金大大学院医学系研究科細胞移植学准教授
内 科 松井　　忍 金沢医科大学病院総合医学研究所教授
外 科 石川　紀彦 金沢大学附属病院内分泌総合外科講師　
外 科 遠藤　 光 金沢医療センター心臓血管外科部長
外 科 山田　哲司 石川県立中央病院長
整 外 土屋　弘行 金沢大学大学院医学系研究科機能再建学准教授
整 形 安竹　秀俊 石川県立中央病院整形外科部長
皮 膚 望月　　隆 金沢医科大学病院環境皮膚科学教授
泌 尿 勝見　哲郎 医王病院（名誉院長）　
眼 科 河上　　裕 金沢医科大学病院感覚機能病態学助教
耳 咽 瀧口　哲也 金沢医療センター耳鼻咽喉科部長
歯 科 大場　有一 大場歯科医院長
歯 科 村上　英樹 泉野歯科医院長

石川県 社保国保 審査委員名簿
（任期：2009年6月1日～2011年5月31日）

審査改善のために 

『保険審査通信』 
『保険審査通信』は年に数回、本紙に同封しています。ご利用ください。 

 

F A X 用

石川県保険医協会  
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座 談 会 
地域医療再生のために 
～今こそ保険医協会～  

医
師
不
足
の
能
登 

特
に
小
児
科
医
が 

【
西
田
】
年
に
二
回
、
座
談
会

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

回
は
、
特
に
能
登
の
先
生
方
と

意
見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
穴
水

の
地
に
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
座
談
会
を
契
機
に
、
保
険

医
協
会
で
も
今
後
、
能
登
に
お

け
る
活
動
が
充
実
し
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

【
司
会
】
私
ど
も
金
沢
市
か
ら

見
て
い
ま
す
と
、
人
口
の
高
齢

化
や
過
疎
、
医
師
不
足
な
ど
で

能
登
の
医
療
は
大
変
だ
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。
解
決
の
糸
口
は

見
い
だ
せ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
少
な
く
と
も
そ
う
い
う

問
題
意
識
を
共
有
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
な
と
思
っ
て
や
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
能
登
の
医
師
不
足
の

問
題
に
つ
い
て
ご
発
言
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
横
井
】
公
立
穴
水
総
合
病
院

の
横
井
で
す
。
病
院
の
立
場
で

す
が
、
奥
能
登
に
は
四
つ
の
自

治
体
病
院
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
同
じ
よ
う
な
機
能
、
規
模

の
病
院
で
、
常
勤
医
の
数
を
見

て
み
ま
す
と
二
〇
〇
六
年
ぐ
ら

い
か
ら
、
ど
こ
の
病
院
で
も

徐
々
に
減
っ
て
い
ま
す
。

実
際
の
診
療
で
感
じ
る
の

は
、
患
者
さ
ん
か
ら
「
当
直
の

先
生
は
何
科
の
先
生
で
す
か
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
患

者
さ
ん
の
専
門
医
指
向
が
最
近

多
く
な
っ
た
み
た
い
で
、「
今

日
は
眼
科
で
す
」
と
言
う
と
、

「
じ
ゃ
、
肺
は
だ
め
で
す
ね
」

と
か
・
・
・
。
医
師
が
べ
ら
ぼ

う
に
少
な
い
と
い
う
感
じ
は
な

い
ん
で
す
が
、
専
門
を
要
求
さ

れ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
な

と
い
う
感
じ
で
す
。

本
来
な
ら
ば
外
科
系
、
内
科

系
、
当
直
あ
る
い
は
拘
束
も
全

部
完
備
さ
れ
て
い
れ
ば
い
い
ん

で
す
が
、
う
ち
は
常
勤
医
が

十
一
人
で
す
か
ら
、
と
て
も
無

理
で
、
そ
う
い
う
点
で
管
理
者

と
し
て
は
困
る
点
が
多
い
で

す
。

【
司
会
】
穴
水
総
合
病
院
に
は

本
来
何
人
ぐ
ら
い
医
師
が
い
た

ほ
う
が
い
い
ん
で
す
か
。

【
横
井
】
一
番
多
い
と
き
だ
と

十
八
人
常
勤
が
い
ま
し
た
。

【
司
会
】
そ
れ
が
や
っ
ぱ
り
研

修
医
制
度
の
・
・
・
。

【
横
井
】
い
や
、
研
修
医
制
度

で
は
な
く
て
、
そ
の
前
か
ら
少

し
ず
つ
開
業
と
か
、
お
家
の
事

情
と
か
、
体
の
都
合
と
か
で
欠

け
て
い
き
ま
し
た
。
実
際
に
研

修
医
制
度
が
二
〇
〇
四
年
か
ら

始
ま
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
大
学
病

院
か
ら
の
引
き
揚
げ
と
い
う
ケ

ー
ス
は
、
一
人
、
二
人
ぐ
ら
い

で
す
。

【
丸
岡
】
小
児
科
は
、
能
登
地

域
の
自
治
体
病
院
に
一
人
ず
つ

い
ま
す
。
開
業
医
は
私
だ
け

で
、
夜
間
と
祝
日
は
、
転
送
携

帯
に
全
部
オ
ン
コ
ー
ル
で
す
の

で
、
外
出
中
な
ど
は
、
携
帯
電

話
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
県
内

で
も
町
外
に
い
た
ら
状
態
を
聞

い
て
、
間
に
合
い
そ
う
も
な
け

れ
ば
ほ
か
の
病
院
を
紹
介
、
状

態
に
余
裕
が
あ
れ
ば
戻
っ
て
か

ら
診
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

年
間
約
七
割
は
診
て
い
ま
す

が
、
二
割
が
電
話
対
応
、
一
割

ほ
ど
は
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。
ま
た
、
各
病
院
の
先
生

方
は
二
十
四
時
間
拘
束
さ
れ
続

け
て
い
る
の
で
、
基
本
的
に
は

す
べ
て
対
応
し
、
大
き
い
お
子

さ
ん
や
、
軽
症
で
あ
れ
ば
当
直

医
が
対
応
し
て
く
だ
さ
る
場
合

も
あ
る
よ
う
で
す
。
月
に
一
回

か
二
回
、
応
援
の
先
生
が
来
た

と
き
に
は
フ
リ
ー
な
時
間
が
取

れ
る
よ
う
で
す
。
時
間
外
診
療

で
小
児
科
の
占
め
る
割
合
は
多

く
、
突
発
的
な
周
産
期
の
対
応

も
こ
な
し
大
変
だ
と
思
い
ま

す
。
言
い
方
は
悪
い
で
す
が
、

一
年
か
二
年
頑
張
れ
ば
勤
務
交

代
と
な
る
の
で
、
そ
の
間
な
ら

頑
張
れ
る
と
い
っ
た
感
じ
に
な

り
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
患
者
様
た
ち
は
、
小
児
科

の
先
生
が
も
う
少
し
長
く
い
て

く
れ
て
、
か
か
り
つ
け
医
的
に

診
て
い
た
だ
け
る
環
境
を
望
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
。

【
司
会
】
先
生
、
お
休
み
に
で

き
る
日
は
あ
る
ん
で
す
か
。

【
丸
岡
】
私
は
結
構
上
手
に
と

っ
て
い
て
、
例
え
ば
、
日
曜
日

は
い
つ
も
何
人
か
診
療
希
望
の

電
話
が
掛
か
っ
て
き
ま
す
の

で
、
用
事
が
な
け
れ
ば
午
前
中

は
救
急
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

診
察
が
終
わ
っ
て
か
ら
子
ど
も

の
行
事
と
か
、
医
師
会
な
ど
の

講
習
会
に
出
か
け
ま
す
。
最
近

は
私
用
が
多
い
の
で
、
午
前
中

出　席（50音順） 

＊ 黒瀬　亮太 先生（金沢市・内科／金沢ホームケアクリニック院長） 

＊ 丸岡　達也 先生（穴水町・小児科／まるおかクリニック院長） 

＊ 三林　　裕 先生（七尾市・内科／三林内科胃腸科医院院長） 

＊ 山岸　　満 先生（門前町・外科／山岸医院院長） 

＊ 横井　克己 先生（穴水町・外科／穴水総合病院院長） 
 

・ 西田　直巳………保険医協会会長 
 （金沢市･小児科／西田小児科医院院長） 

・ 斉藤　典才………保険医協会理事 
 （金沢市･外科／城北病院副院長） 
 ※司会･まとめ 

待
つ
こ
と
な
く
用
事
を
こ
な

し
、
全
部
電
話
で
対
応
し
、
間

に
合
い
そ
う
な
方
た
ち
は
、
電

話
で
指
示
し
て
、
午
後
か
夕
方

帰
っ
て
か
ら
の
診
察
で
診
て
お

り
ま
す
。

【
司
会
】
や
っ
ぱ
り
小
児
科
は

特
に
少
な
い
よ
う
で
す
ね
。

【
横
井
】
間
違
い
な
い
で
す
ね
。

医
師
減
と
共
に 

人
口
減
も
深
刻 

【
山
岸
】
門
前
地
区
の
医
師
数

か
ら
い
う
と
、
前
よ
り
は
一
人

減
少
で
す
が
、
地
域
の
人
口
も

か
な
り
減
っ
て
い
ま
す
。
以
前

は
一
万
人
ほ
ど
い
た
の
に
、
今

は
七
千
人
台
に
減
っ
て
い
ま
し

て
、
開
業
医
に
は
特
に
患
者
数

が
多
く
な
っ
て
困
る
と
い
う
状

態
で
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
た
だ
、
と
き
ど
き
急
性
の

疾
患
な
ど
で
病
院
の
先
生
方
に

い
ろ
い
ろ
お
願
い
す
る
こ
と
が

多
く
て
、
ち
ょ
っ
と
申
し
わ
け

な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
お

か
げ
で
そ
ん
な
に
支
障
な
く
地

域
の
医
療
に
取
り
組
め
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
能

登
地
域
は
特
に
交
通
機
関
の
整

備
が
悪
く
て
、
な
か
な
か
通
院

し
よ
う
に
も
普
通
の
公
共
機

関
、
バ
ス
を
使
っ
て
と
い
う
わ

け
に
い
か
ず
、
ほ
と
ん
ど
近
く

の
人
の
車
を
頼
る
か
タ
ク
シ
ー

で
来
る
と
い
う
こ
と
で
、
医
療

費
よ
り
も
交
通
費
に
負
担
が
か

か
っ
て
、
通
院
が
し
に
く
い
特

殊
な
状
況
が
あ
る
か
な
と
思
い

ま
す
。

【
三
林
】
七
尾
市
医
師
会
は
、

大
体
百
五
十
人
ぐ
ら
い
の
医
師

が
い
る
ん
で
す
が
、
開
業
医
の

先
生
は
五
十
人
台
で
、
あ
と
能

登
総
合
病
院
と
恵
寿
総
合
病
院

で
五
十
人
弱
ず
つ
に
な
っ
て
ま

す
。
診
療
し
て
い
る
と
、
や
っ

ぱ
り
二
つ
の
大
き
な
病
院
の
医

師
数
は
不
足
し
て
い
る
と
感
じ

ま
す
。
と
い
う
の
は
、
二
病
院

と
も
能
登
の
基
幹
病
院
と
し
て

の
役
割
が
あ
る
。
救
急
あ
る
い

は
小
児
、
産
婦
人
科
、
そ
の
他

の
科
で
も
お
お
む
ね
人
数
が
足

り
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
当
直

明
け
が
す
ぐ
に
勤
務
時
間
に
な

っ
て
、
そ
れ
を
月
に
何
回
か
こ

な
し
て
い
る
と
、
医
師
を
疲
弊

さ
せ
る
と
自
分
も
以
前
に
感
じ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
今

も
同
じ
状
況
な
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
特
に
救
急
に
つ
い
て
は
人

員
、
報
酬
の
手
当
て
は
必
要
だ

な
と
思
い
ま
す
。

開
業
医
の
ほ
う
は
、
今
の
と

こ
ろ
は
少
な
い
、
多
い
と
い
う

横井　克己 先生（穴水町・外科）

（
12
面
へ
）

【 

は　

じ　

め　

に 

】

今
、
日
本
で
は
「
医
師
不
足
」、「
医
療
崩
壊
」
と
い
う
問
題
が
盛
ん
に
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
の
医
師
数
は
人
口
十
万
人
に
対
し
て
約
二
百
人
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均

は
約
三
百
十
人
と
な
っ
て
お
り
（O

E
C
D
 H
ealth

 D
ate2005 

）、
国
の
と
っ

て
き
た
医
師
抑
制
政
策
に
よ
り
、
世
界
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
医
師
が
少
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

石
川
県
を
み
る
と
金
沢
を
中
心
と
し
た
石
川
中
央
で
は
三
百
十
六
人
、
能
登
北
部

で
は
百
四
十
二
人
、
能
登
中
部
百
七
十
人
、
南
加
賀
百
五
十
七
人
と
石
川
中
央
以
外

は
極
端
に
少
な
い
（
平
成
十
七
年
度
資
料
）
状
況
で
す
。

国
の
政
策
は
、
二
〇
〇
九
年
度
の
医
学
部
入
学
定
員
を
全
国
で
六
百
人
程
度
増
や

す
こ
と
、
二
〇
一
〇
年
度
か
ら
卒
後
研
修
制
度
を
見
直
す
（
①
二
年
間
を
一
年
間
に

短
縮
②
必
修
化
を
内
科
、
救
急
、
地
域
医
療
に
縮
小
し
、
研
修
場
所
を
大
学
病
院
に

限
定
す
る
③
都
道
府
県
ご
と
に
研
修
医
の
募
集
枠
を
制
限
す
る
）
こ
と
を
決
定
。
地

域
の
（
地
方
の
）
医
師
不
足
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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感
じ
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
将

来
的
に
は
ま
だ
足
り
な
い
と
思

い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
当
地

域
で
は
大
き
な
病
院
は
今
、
完

全
予
約
制
を
目
指
し
て
い
る
の

で
、
外
来
患
者
さ
ん
を
で
き
る

だ
け
診
療
所
へ
紹
介
す
る
と
い

う
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
の

で
。

【
黒
瀬
】
私
、
二
年
間
ほ
ど
珠

洲
市
総
合
病
院
で
内
科
医
と
し

て
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、
そ
の
経
験
を
も
と
に
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
ま
で
先
生
方
が
お
っ
し
ゃ

ら
れ
た
と
お
り
、
や
っ
ぱ
り
医

師
不
足
の
話
に
つ
い
て
、
特
に

能
登
で
感
じ
た
の
は
、
高
齢
化

率
と
い
う
こ
と
を
加
味
し
て
医

師
の
活
動
を
ど
れ
ぐ
ら
い
が
妥

当
か
と
決
め
て
い
た
だ
か
な
い

と
い
け
な
い
。
実
際
に
は
高
齢

化
率
が
非
常
に
高
い
の
で
、
実

際
の
負
担
感
も
非
常
に
大
き
く

て
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
だ
若
か
っ

た
で
す
か
ら
、
若
い
医
師
が

一
・
五
人
分
あ
る
い
は
二
人
分

働
い
て
、
や
っ
と
何
と
か
と
い

う
形
で
し
て
い
た
よ
う
な
印
象

を
持
っ
て
い
ま
す
。

【
司
会
】
そ
う
す
る
と
、
や
っ

ぱ
り
医
師
不
足
は
明
ら
か
で
す

ね
。

【
横
井
】
そ
う
で
す
。

婦
な
ん
か
で
も
、
若
い
人
が
金

沢
と
か
ど
こ
か
に
い
れ
ば
、「
お

父
ち
ゃ
ん
、
お
母
ち
ゃ
ん
、
こ

っ
ち
に
お
い
で
」
と
言
え
ば
、

も
う
子
ど
も
の
言
う
こ
と
を
聞

い
て
そ
っ
ち
へ
行
く
・
・
・
。

そ
う
す
る
と
余
計
人
口
が
減
り

ま
す
し
、
町
お
こ
し
し
て
、
活

性
化
し
て
人
口
が
増
え
る
と
い

う
の
は
、
な
か
な
か
厳
し
い
で

す
ね
。

学
校
の
入
学
時
の
児
童
健
診

を
し
て
い
ま
し
て
も
、
ほ
ん
の

こ
の
前
ま
で
は
一
年
生
に
上
が

る
子
が
百
人
以
上
い
た
ん
で
す

が
、
最
近
じ
ゃ
、
二
十
人
、
三

十
人
で
す
。
だ
か
ら
、
毎
年
五

月
に
就
学
時
の
健
診
に
行
く

と
、
い
つ
も
が
っ
く
り
で
す

ね
。

【
司
会
】
今
後
、
ま
す
ま
す
そ

の
傾
向
が
続
く
か
も
し
れ
な
い

で
す
ね
。

【
横
井
】
続
く
と
思
い
ま
す
ね
。

広
域
の
能
登
で 

集
約
化
は
無
理 

【
司
会
】
で
は
、
自
治
体
病
院

の
経
営
の
問
題
、
横
井
先
生
、

ち
ょ
っ
と
申
し
訳
な
い
ん
で
す

け
れ
ど
も
。

【
横
井
】
奥
能
登
の
四
つ
の
自

治
体
病
院
に
限
っ
て
の
話
で
す

け
れ
ど
も
、
皆
さ
ん
ど
こ
で
も

厳
し
い
で
す
。
特
に
穴
水
が
一

番
厳
し
い
ん
で
す
が
。
抽
象
的

な
言
い
方
で
す
け
れ
ど
も
、
普

通
に
ま
じ
め
に
や
っ
て
い
た
ら

絶
対
に
黒
字
に
な
ら
な
い
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
で
す
よ
ね
。
で
す

が
、
一
つ
の
企
業
と
し
て
考
え

れ
ば
、
親
方
日
の
丸
的
な
感
覚

は
も
ち
ろ
ん
だ
め
で
、
そ
れ
な

り
の
収
支
を
合
わ
せ
な
さ
い

と
、
こ
の
趣
旨
は
分
か
る
ん
で

す
が
、
や
っ
ぱ
り
医
師
不
足
と

い
う
の
は
、
す
べ
て
の
点
に
お

い
て
、
収
益
を
上
げ
る
方
法
が

な
い
ん
で
す
。
経
費
を
削
減
、

削
減
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
は
ど

れ
だ
け
し
て
も
限
り
の
あ
る
こ

と
で
、
医
師
が
一
人
来
て
頑
張

っ
て
も
ら
う
、
そ
れ
に
勝
る
も

の
で
は
な
い
で
す
か
ら
。

【
司
会
】
経
営
は
少
し
ず
つ
良

く
な
っ
て
い
る
ん
で
す
か
。

【
横
井
】
良
く
な
り
ま
し
た
。

莫
大
な
額
の
マ
イ
ナ
ス
で
し
た

け
ど
、
四
億
五
千
万
円
ほ
ど
マ

イ
ナ
ス
だ
っ
た
の
が
、
一
億
九

千
万
円
ほ
ど
挽
回
し
て
、
ま
た

今
年
度
は
六
千
万
円
ほ
ど
挽
回

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
司
会
】
い
わ
ゆ
る
自
治
体
病

院
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
ど

う
で
す
か
？

【
横
井
】
あ
の
改
革
プ
ラ
ン
は

平
成
二
十
年
度
中
に
全
部
の
自

治
体
病
院
、
公
立
病
院
が
プ
ラ

ン
を
つ
く
っ
て
し
な
さ
い
と
。

自
治
体
病
院
の
中
で
、
今
年
の

三
月
の
決
算
の
状
況
で
は
九
割

ほ
ど
が
赤
字
だ
と
い
う
病
院
協

会
の
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
か

ら
、
一
割
の
病
院
は
簡
単
に
書

け
る
。
だ
け
ど
そ
の
ほ
か
の
病

院
は
医
師
不
足
で
ど
ん
ど
ん
収

益
が
落
ち
て
い
く
。
だ
け
ど
収

益
を
上
げ
な
き
ゃ
い
け
な
い
よ

う
な
数
字
合
わ
せ
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

何
か
虚
し
い
感
じ
が
し
ま
す
。

自
治
体
病
院
は
、
た
し
か
日

本
中
で
三
千
八
百
八
十
億
円
で

し
た
か
、
い
わ
ゆ
る
自
治
体
か

ら
繰
り
出
し
し
て
も
ら
っ
て
い

る
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
状
況

下
で
も
二
千
三
百
億
円
ほ
ど
赤

字
を
出
し
て
い
る
。
累
積
決
算

の
赤
字
が
一
兆
九
千
億
ほ
ど
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
実

際
に
厚
労
省
の
中
に
は
、
自
治

体
病
院
不
要
論
ま
で
言
う
課
長

補
佐
も
い
ま
し
た
ね
。

そ
の
反
面
、
改
革
プ
ラ
ン
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
自
治
体

病
院
は
、
い
わ
ゆ
る
山
間
、
僻

地
、
過
疎
地
に
お
け
る
一
般

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
、
こ
れ

は
自
治
体
病
院
の
使
命
で
あ
る

と
。
そ
れ
か
ら
特
殊
部
門
、
周

産
期
と
か
災
害
と
か
も
し
な

さ
い
。
そ
れ
か
ら
高
度
先
進
医

療
を
し
な
さ
い
。
そ
れ
か
ら
医

師
派
遣
の
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
持
ち
な
さ
い
と
。
こ
の
四
つ

が
一
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
自

治
体
病
院
の
使
命
で
あ
る
と
。

だ
か
ら
、
そ
こ
に
当
て
は
め

て
、
プ
ラ
ン
を
つ
く
り
な
さ
い

と
・
・
・
。

【
司
会
】
奥
能
登
に
四
つ
の
病

院
が
あ
る
ん
で
す
が
、
一
部
に

は
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の

集
約
化
と
い
う
意
見
が
あ
る
か

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ

に
関
し
て
ご
意
見
を
い
た
だ
け

た
ら
と
思
う
ん
で
す
が
。

【
横
井
】
自
治
体
が
三
つ
、
四

つ
に
分
か
れ
て
い
て
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
強
烈

な
命
令
の
も
と
に
、
例
え
ば
奥

能
登
と
い
う
一
つ
の
行
政
体

で
、
こ
こ
が
病
院
だ
と
い
う
の

を
、
か
な
り
命
令
的
な
感
じ
で

指
令
化
し
な
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
、
病
院
の
言
っ
て
み
れ

ば
エ
ゴ
み
た
い
な
も
の
が
出
ま

す
か
ら
・
・
・
。

【
司
会
】
私
は
、
や
っ
ぱ
り
住

民
の
こ
と
を
考
え
る
と
集
約
化

は
ま
ず
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
患

者
側
の
視
点
と
い
う
か
。

【
横
井
】
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す

よ
ね
。
外
科
は
全
部
珠
洲
だ
よ

と
言
わ
れ
れ
ば
、
一
時
間
か
か

っ
て
行
く
わ
け
で
す
。
そ
ん
な

こ
と
は
と
て
も
無
理
で
す
。

【
三
林
】
七
尾
か
ら
奥
能
登
を

見
ま
す
と
、
奥
能
登
は
と
に
か

く
広
い
で
す
。
広
域
す
ぎ
て
、

そ
こ
を
一
つ
で
と
い
う
の
は
、

よ
く
そ
う
い
う
発
想
が
出
る
な

と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。

【
司
会
】
こ
れ
は
か
な
り
金
沢

か
ら
見
た
論
理
と
い
う
か
・・・
。

【
三
林
】
奥
能
登
の
人
た
ち
が

求
め
て
い
る
医
療
は
、
金
沢
の

人
た
ち
の
望
ん
で
い
る
医
療
と

は
ま
た
別
の
、
本
当
に
身
近
に

自
分
ら
を
い
つ
も
診
て
く
れ
る

お
医
者
さ
ん
で
す
。
そ
う
い
う

お
医
者
さ
ん
が
広
域
で
過
疎
の

奥
能
登
に
は
少
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
か
ら
、
各
科
の
専
門

医
も
含
め
て
本
当
に
医
師
不
足

な
ん
で
す
。

【
横
井
】
確
か
に
集
約
化
と
い

う
こ
と
ば
は
、
医
療
サ
イ
ド
か

ら
見
た
こ
と
ば
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
住
民
の
人
が
、
自
分
た

ち
が
ど
う
い
う
医
療
を
し
て
欲

し
い
か
と
い
う
こ
と
は
、
余
り

議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

【
丸
岡
】
昨
年
の
年
末
年
始
が

長
い
休
み
だ
っ
た
の
で
、
三
病

院
と
私
で
小
児
科
に
よ
る
休
日

当
番
医
を
初
め
て
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
奥
能
登
は
面
積
が
広

い
の
で
、
一
カ
所
で
は
受
診
動

線
が
遠
く
て
患
者
様
が
つ
ら
い

と
考
え
て
、
輪
島
と
穴
水
、
珠

洲
と
宇
出
津
地
区
に
一
カ
所
開

く
よ
う
に
し
、
必
ず
小
児
科
医

が
診
る
救
急
外
来
を
午
前
中
に

行
い
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、

開
設
し
た
施
設
に
受
診
が
集
中

し
、
そ
れ
以
外
の
日
は
患
者
様

の
受
診
が
少
な
く
、
各
小
児
科

の
先
生
は
メ
リ
ハ
リ
の
つ
い
た

救
急
診
療
が
で
き
て
良
か
っ
た

と
の
意
見
で
一
致
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
患
者
様
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や

は
り
、
患
者
様
の
リ
ク
エ
ス
ト

と
し
て
は
、
小
児
科
に
診
て
欲

し
い
と
い
う
こ
と
、
小
児
科
医

に
診
て
も
ら
え
る
と
安
心
、
そ

れ
か
ら
受
診
距
離
と
し
て
は

三
十
分
以
内
が
い
い
と
い
う
意

見
が
一
番
多
く
、
そ
れ
以
上
時

間
が
か
か
る
と
つ
ら
い
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

教
育
と
医
療
に 

も
っ
と
予
算
を 

【
司
会
】
地
方
の
自
治
体
病
院

の
勤
務
医
の
不
足
、
病
院
経

営
、
改
革
プ
ラ
ン
、
患
者
の
ア

ク
セ
ス
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
厳

し
い
状
況
で
す
ね
。

そ
れ
で
は
、
国
や
行
政
に
は

何
を
求
め
て
い
く
の
か
と
い
う

こ
と
で
、
ま
ず
は
診
療
報
酬
の

問
題
に
関
し
て
、
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

【
三
林
】
私
、
今
一
番
心
配
し

て
い
る
の
は
、
開
業
医
の
診
療

報
酬
を
下
げ
て
、
そ
れ
を
勤
務

医
に
回
す
と
い
う
あ
あ
い
う
や

り
方
が
、
非
常
に
よ
く
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
度
の
診
療

報
酬
改
定
で
再
び
そ
う
い
う
こ

と
が
検
討
項
目
に
上
が
っ
て
い

ま
す
が
、
抑
制
さ
れ
た
診
療
報

酬
内
で
い
ろ
い
ろ
操
作
し
よ
う

と
い
う
発
想
自
身
が
お
か
し
い

【
三
林
】
そ
れ
は
間
違
い
な
い
。

七
尾
で
も
感
じ
ま
す
。

【
横
井
】
そ
れ
と
、
大
学
か
ら

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
来
ら
れ

る
先
生
方
、
も
う
細
分
化
さ
れ

て
い
ま
し
て
、
例
え
ば
消
化
器

で
も
、
私
は
肝
臓
だ
け
だ
、
私

は
大
腸
だ
け
だ
、
ほ
か
は
診

な
い
と
い
う
感
覚
の
先
生
も

い
ま
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
そ

う
い
う
点
で
、
は
な
か
ら
話
を

聞
い
た
だ
け
で
、
そ
れ
は
お
れ

の
領
分
じ
ゃ
な
い
と
い
う
感
じ

の
・
・
・
。

【
司
会
】
総
合
性
と
か
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
そ
の
ほ
か
、
開

業
医
の
高
齢
化
の
問
題
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
。

【
山
岸
】
私
の
地
域
の
門
前
地

区
で
は
、
今
、
私
を
含
め
五
人

の
開
業
医
が
い
る
の
で
す
が
、

若
い
世
代
の
先
生
が
リ
タ
ー
ン

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
二
カ

所
、
あ
と
東
京
の
ほ
う
で
お
子

さ
ん
が
医
者
に
な
っ
て
い
る
の

も
あ
り
、
そ
う
い
う
跡
継
ぎ
が

お
ら
れ
ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く

は
保
て
る
よ
う
で
す
。

【
司
会
】
町
の
過
疎
化
の
問
題

で
す
が
、
今
後
ど
う
な
る
の

か
。
産
業
と
か
、
見
通
し
と
い

う
の
は
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

【
横
井
】
能
登
全
体
で
考
え
れ

ば
、
難
し
い
で
す
よ
ね
。
老
夫

と
思
い
ま
す
。
本
当
は
勤
務
医

の
過
重
労
働
、
過
酷
な
労
働
条

件
を
緩
和
す
る
に
は
、
例
え
ば

救
急
医
療
を
重
点
的
に
手
当
て

す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
救

急
医
療
に
特
化
し
た
予
算
を
新

た
に
、
正
し
く
付
け
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

【
司
会
】
三
林
先
生
が
お
っ
し

ゃ
ら
れ
た
こ
と
は
、
去
年
の
外

来
管
理
加
算
の
五
分
ル
ー
ル
で

す
ね
。
で
も
、
勤
務
医
は
実
感

と
し
て
優
遇
さ
れ
た
印
象
は
全

然
な
く
て
。

【
三
林
】
意
味
不
明
の
五
分
ル

ー
ル
で
、
本
当
に
現
場
は
大
変

な
目
に
遭
わ
さ
れ
て
い
る
と
い

う
の
が
実
感
で
す
ね
。
簡
単
で

要
を
得
た
治
療
を
や
っ
て
、
だ

ら
だ
ら
せ
ず
に
き
ち
ん
と
指
導

三林　裕 先生（七尾市・内科）

山岸　満 先生（門前町・外科）

（
13
面
へ
）

（
11
面
よ
り
）
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し
て
、
そ
し
て
ど
ん
ど
ん
仕
事

を
進
め
て
い
く
。
そ
れ
が
わ
た

し
た
ち
開
業
医
の
日
常
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
が
五
分
に
達
し

な
け
れ
ば
だ
め
で
、
五
分
超
え

れ
ば
よ
ろ
し
い
と
い
う
。
あ
れ

三
林
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
に
、
こ
っ
ち
を
削
っ
て
こ
っ

ち
を
増
や
す
と
、
そ
う
い
う
発

想
自
体
が
お
か
し
い
ん
で
す

よ
。
高
齢
社
会
で
医
療
費
が
か

か
っ
て
当
た
り
前
な
ん
で
す
。

ち
ょ
っ
と
暴
力
的
な
意
見
で
す

け
れ
ど
も
、
今
、
国
民
の
医
療

費
が
三
十
三
兆
円
と
か
言
い
ま

す
よ
ね
。
パ
チ
ン
コ
産
業
も
三

十
兆
円
な
ん
で
す
。
遊
び
と
命

の
お
金
が
同
じ
と
い
う
こ
と
が

お
か
し
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
を

少
な
い
、
少
な
い
と
い
う
国
の

姿
勢
が
ま
っ
た
く
お
か
し
い
の

で
あ
っ
て
、
最
初
か
ら
今
年
は

医
療
費
五
十
兆
円
な
ら
五
十
兆

円
と
し
て
、
あ
と
を
削
れ
ば
い

い
ん
で
す
よ
、
国
の
予
算
か

ら
。
教
育
と
医
療
と
い
う
の
は

国
家
の
最
大
の
安
全
保
障
だ
と

思
う
ん
で
す
。

【
山
岸
】
や
は
り
、
本
質
的
に

ア
メ
リ
カ
な
ん
か
と
比
べ
て

も
、
診
療
報
酬
の
技
術
料
で
す

か
、
医
師
の
診
察
や
何
か
す
る

点
数
が
低
い
の
が
現
実
で
す
。

自
治
体
病
院
の
方
の
収
益
も
減

り
、
開
業
医
自
身
は
、
今
の
と

こ
ろ
は
自
助
努
力
で
何
と
か
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す

け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
そ
う
い

う
ふ
う
な
法
の
改
正
が
行
わ

れ
れ
ば
、
ま
た
両
方
と
も
困

る
よ
う
な
状
況
に
な
る
ん
で
、

や
は
り
医
療
者
全
体
が
、
自

分
ら
の
行
っ
て
い
る
医
療
に

つ
い
て
も
う
ち
ょ
っ
と
強
く

社
会
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
欲
し

い
の
で
す
が
。

卒
後
の
地
方
勤
務
を 

義
務
化
に
す
べ
き 

【
司
会
】
横
井
先
生
、
五
十
兆

円
と
い
う
と
、
も
う
夢
の
よ
う

な
額
で
す
が
、
こ
の
問
題
は
絶

え
ず
総
枠
、
予
算
の
関
係
で
言

わ
れ
る
の
で
、
も
し
横
井
先
生

が
質
問
さ
れ
た
ら
ど
う
答
え
る

ん
で
す
か
。
ど
こ
か
ら
出
て
く

る
ん
だ
と
い
う
。

【
横
井
】
い
や
、
国
の
予
算
か

ら
、
最
初
か
ら
も
う
そ
れ
だ
け

と
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
公
共
事

業
費
と
か
何
か
削
れ
ば
い
い
ん

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
特
定
財
源

も
あ
り
ま
す
か
ら
、
十
分
可
能

だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
経
済
界

の
言
う
こ
と
を
聞
き
過
ぎ
て
い

る
ん
で
す
よ
。
そ
ち
ら
の
方
の

負
担
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
ま
す

ね
。
そ
れ
で
国
民
の
負
担
が
増

え
て
い
る
。
で
す
か
ら
、
三
十

三
兆
円
と
言
っ
て
も
、
国
が
負

担
し
て
い
る
の
は
本
当
は
十
兆

円
ほ
ど
で
し
ょ
う
。
や
っ
ぱ
り

も
っ
と
負
担
す
べ
き
で
す
よ
。

【
司
会
】
そ
の
と
お
り
だ
と
思

い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
先
日
Ｎ

Ｈ
Ｋ
で
ド
イ
ツ
の
医
療
情
勢
を

や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
日
本
は
自
由
開
業
医
制
で

す
け
れ
ど
も
、
行
政
の
ほ
う
で

開
業
す
る
場
所
と
か
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
。
場
合
に
よ
っ
て

は
病
院
勤
務
医
も
何
ら
か
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
な
の
か
も

し
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
辺
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
黒
瀬
】
医
師
不
足
を
解
決
す

る
一
つ
の
手
段
で
す
ね
。
要
す

る
に
強
制
的
に
、
こ
の
場
合
は

能
登
に
医
者
を
や
る
の
は
是
か

非
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
強

制
的
に
動
か
し
た
ら
動
か
し
た

だ
け
の
金
銭
的
な
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
が
な
い
と
、
そ
れ
は
人
権

の
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
い
う

気
が
し
ま
す
の
で
。

【
司
会
】
横
井
先
生
は
、
勤
務

医
の
義
務
化
、
そ
の
辺
は
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

【
横
井
】
義
務
化
と
い
う
こ
と

ば
が
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
例

え
ば
、
大
学
の
医
学
部
出
る
の

に
、
何
百
万
、
あ
る
い
は
何

千
万
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い

る
。
で
す
か
ら
、
一
年
、
二

年
、
臨
床
研
修
が
終
わ
っ
た
あ

と
に
、
各
地
区
の
公
立
病
院
、

自
治
体
病
院
の
勤
務
を
義
務
化

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
私
は
、

義
務
化
は
職
業
の
選
択
自
由

云
々
に
当
て
は
ま
ら
な
い
と
思

い
ま
す
け
ど
ね
。
そ
れ
以
外
に

早
く
医
師
不
足
を
解
消
す
る
と

い
う
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
思
い

ま
す
ね
。

今
、
大
学
の
医
学
部
の
定
員

を
増
や
し
て
も
、
十
年
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
上
か
か
る
。
し
か

し
、
そ
の
定
員
を
増
や
し
た
こ

と
は
、
す
べ
て
勤
務
医
不
足
の

解
消
に
つ
な
が
る
か
と
い
う

と
、
ま
っ
た
く
そ
の
保
証
は
あ

り
ま
せ
ん
。

一
年
程
度
の
義
務
化
は 

む
し
ろ
歓
迎
す
べ
き 

【
司
会
】
そ
の
方
法
は
、
政
治

家
や
行
政
の
中
で
は
あ
ま
り
出

て
き
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。

【
横
井
】
い
や
、
確
か
三
年
ほ

ど
前
に
、
厚
労
省
の
会
議
で
出

た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
た
ら
、

そ
の
と
き
は
、
こ
れ
は
職
業
の

選
択
の
自
由
に
反
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
ぽ
し
ゃ
っ
た
よ
う
で

す
。

【
黒
瀬
】
僕
、
自
治
医
大
出
身

な
ん
で
す
が
、
能
登
の
病
院
と

か
離
島
も
行
き
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
行
っ
て
み
る
と
良
か
っ
た

と
い
う
の
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん

で
す
。
医
局
に
行
か
さ
れ
た
と

い
う
感
が
あ
る
う
ち
は
お
も
し

ろ
く
な
い
け
れ
ど
も
、
行
っ
て

み
る
と
、
あ
あ
、
能
登
っ
て
楽

し
い
な
と
い
う
思
い
は
た
く
さ

ん
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
シ
ス
テ

ム
化
す
る
の
は
悪
く
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

【
横
井
】
た
だ
、
医
師
の
配
置

を
永
久
的
に
行
政
で
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
と
、
こ
れ
は
ち
ょ
っ

と
疑
問
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
く

ま
で
勤
務
医
不
足
に
対
し
て
一

年
の
デ
ュ
ー
テ
ィ
は
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま

す
。

医
師
数
増
と
同
時
に 

医
療
費
も
増
や
す
べ
き 

【
司
会
】
そ
れ
に
関
係
し
て
の

こ
と
な
ん
で
す
が
、
今
年
か
ら

全
国
で
六
百
人
、
医
学
部
入
学

の
定
員
数
が
増
え
ま
し
た
。
医

師
不
足
で
あ
る
こ
と
を
国
が
よ

う
や
く
認
め
て
、
初
め
て
打
っ

た
手
で
す
。

例
え
ば
、
日
本
の
医
師
数
を

欧
米
並
み
に
す
る
と
す
れ
ば
、

十
三
万
人
不
足
し
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
の
で
、
と
て
も
一

年
間
に
六
百
人
で
は
足
り
な
く

て
、
民
主
党
は
一
・
五
倍
に
す

る
と
。
今
、
八
千
人
で
す
か
ら

四
千
人
ぐ
ら
い
増
や
す
と
い
う

こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
今
、

六
百
人
で
始
ま
っ
た
わ
け
な
ん

で
す
が
・
・
・
。

【
横
井
】
勤
務
医
の
立
場
か
ら

は
、
こ
の
数
で
は
全
然
焼
け
石

に
水
で
す
ね
。
こ
れ
を
三
十
年

も
四
十
年
も
続
け
る
な
ら
で
す

け
ど
、
そ
れ
ま
で
待
っ
て
お
ら

れ
な
い
で
す
ね
。
病
院
が
も
つ

か
ど
う
か
。

【
山
岸
】
医
学
部
の
入
学
定
員

で
み
ん
な
も
の
す
ご
く
気
力
、

体
力
を
そ
が
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。

【
司
会
】
四
回
前
の
改
定
か
ら
、

診
療
報
酬
は
ず
っ
と
マ
イ
ナ
ス

で
す
ね
。

【
横
井
】
こ
の
状
況
で
、
今
、

を
増
や
す
と
い
う
こ
と
は
、
大

変
い
い
こ
と
で
は
あ
る
ん
で
す

が
、
医
者
と
い
う
立
場
は
、
た

だ
勉
強
が
で
き
れ
ば
い
い
と
か

と
い
う
問
題
じ
ゃ
な
く
て
、
や

っ
ぱ
り
心
身
と
も
に
正
常
な
範

囲
で
働
け
て
、
そ
れ
ほ
ど
特
殊

性
は
い
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
継
続
す
る
力
の
な
い
人
が

増
え
た
と
し
た
ら
、
か
え
っ
て

悲
劇
的
な
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
質
の
問
題
も
あ
り

ま
す
の
で
、
一
遍
に
増
や
し
て

社
会
的
な
不
安
を
解
決
す
れ
ば

い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

【
三
林
】
あ
と
、
医
師
を
増
や

し
て
い
く
と
、
必
ず
医
療
費
は

膨
張
し
ま
す
か
ら
、
そ
の
予
算

措
置
を
考
え
ず
に
た
だ
増
や
し

て
い
っ
た
ら
、
看
護
師
さ
ん
も

含
め
た
医
師
一
人
に
つ
な
が
っ

て
い
る
い
ろ
ん
な
人
件
費
が
目

減
り
し
て
い
っ
て
し
ま
う
。
こ

れ
は
ま
た
、
さ
ら
に
医
療
の
切

黒瀬　亮太 先生（金沢市・内科）

丸岡　達也 先生（穴水町・小児科）

ご出席いただいた先生からは、貴重なご意見をたくさんいただいた（6月20日／穴水キャッスル真名井）
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り
下
げ
に
な
っ
て
い
く
か
ら
、

し
っ
か
り
と
財
政
保
障
を
し
た

患
者
を
診
な
い
で 

本
ば
か
り
見
て
も 

【
司
会
】
と
こ
ろ
で
、
来
年
度

か
ら
卒
後
研
修
制
度
の
見
直
し

が
決
定
し
ま
し
た
。
内
容
は
二

年
間
だ
っ
た
の
を
実
質
一
年
間

に
し
て
、
研
修
の
必
修
科
目
を

ず
い
ぶ
ん
減
ら
し
、
た
し
か
内

科
と
救
急
と
地
域
医
療
で
し
た

か
、
今
ま
で
は
外
科
、
産
婦
人

科
、
小
児
科
が
入
っ
て
い
た
ん

で
す
け
れ
ど
も
。
私
は
個
人
的

に
は
、
も
と
も
と
こ
の
研
修
制

度
が
始
ま
っ
た
目
的
、
い
わ
ゆ

る
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
、
プ
ラ
イ
マ
リ

ケ
ア
を
十
分
学
ぶ
、
も
っ
て
国

民
の
視
点
に
沿
っ
た
良
医
を
つ

く
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん

で
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
な
い

が
し
ろ
に
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
の
で

す
が
。

【
横
井
】
同
感
で
す
。
最
初
の

文
句
に
、
人
格
を
涵
養
し
云
々

で
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
と
い
う

こ
と
を
、
こ
れ
は
こ
ん
な
に
簡

単
に
あ
き
ら
め
て
も
い
い
の
か

と
思
い
ま
す
。

【
司
会
】
横
井
先
生
は
、
や
っ

ぱ
り
大
学
に
医
師
が
残
っ
た

ら
、
自
治
体
病
院
へ
医
師
が
来

て
、
む
し
ろ
歓
迎
さ
れ
る
の
か

と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
全
然
違
う
ん
で
す
か
？

【
横
井
】
今
後
、
も
ち
ろ
ん
大

学
の
医
局
に
頼
る
と
い
う
の
は

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
か

ら
は
、
や
は
り
自
前
で
と
に
か

く
育
て
な
き
ゃ
い
か
ん
。
だ
か

ら
、
研
修
医
に
来
て
も
ら
っ

て
、
そ
し
て
そ
の
研
修
医
に
一

生
懸
命
や
っ
て
も
ら
っ
て
、
そ

の
地
域
の
良
さ
を
分
か
っ
て
も

ら
っ
て
。
こ
れ
は
別
に
医
療
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
環
境
、
住
民

す
べ
て
を
含
め
て
で
す
よ
。

【
丸
岡
】
僕
も
同
感
で
す
。
大

学
の
話
を
聞
く
と
、
厳
し
く
す

れ
ば
や
め
ち
ゃ
う
か
ら
、
若
い

先
生
は
九
時
か
ら
五
時
で
帰
し

ち
ゃ
っ
て
、
古
い
先
生
が
残
っ

て
・
・
・
と
い
う
お
か
し
な
状

況
で
、
患
者
さ
ん
診
な
い
で
本

ば
か
り
見
て
も
、
い
い
医
者
に

な
れ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で

す
。

【
山
岸
】
そ
う
で
す
ね
、
何
か

二
年
を
一
年
に
す
る
と
い
う
の

は
、
あ
ま
り
に
も
早
く
結
果
を

急
ぎ
す
ぎ
た
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

地
方
で
得
る
経
験
は 

計
り
知
れ
な
い
価
値 

【
司
会
】
横
井
先
生
、
自
治
体

病
院
の
先
生
方
は
、
多
く
は
先

生
と
同
じ
よ
う
な
お
考
え
な
ん

で
し
ょ
う
か
。
先
生
だ
か
ら
そ

う
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

か
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

【
横
井
】
う
ち
の
先
生
に
関
し

て
は
、
お
そ
ら
く
半
々
ぐ
ら
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

【
三
林
】
七
尾
で
は
能
登
病
院

と
恵
寿
病
院
、
こ
の
二
つ
の
病

院
は
二
年
間
で
そ
れ
ぞ
れ
五
、

六
人
ず
つ
研
修
医
を
育
成
し
て

お
ら
れ
ま
す
か
ら
、
地
方
の
病

院
と
し
て
は
よ
く
頑
張
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
そ
の
臨
床
研
修
委

員
会
の
中
で
、
五
年
間
で
見
直

し
は
早
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
意
見
も
出
ま
し
た
が
、
こ
れ

だ
け
地
方
へ
医
師
が
行
か
な
く

な
っ
た
原
因
は
、
ど
う
し
て
も

大
学
医
局
が
崩
壊
し
た
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
原
因
は
研
修
医

制
度
で
あ
る
と
い
う
、
そ
う
い

う
筋
書
き
が
ど
う
も
一
般
的
に

は
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、

そ
れ
を
何
と
か
し
よ
う
と
い
う

考
え
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。

【
黒
瀬
】
私
自
身
が
二
年
間
ス

ー
パ
ー
ロ
ー
テ
ー
ト
を
、
こ
の

制
度
の
始
ま
る
前
に
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

非
常
に
良
か
っ
た
で
す
ね
。
最

近
そ
う
な
っ
た
か
ら
、
良
く
な

っ
た
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
残

念
な
が
ら
こ
う
い
う
話
に
な
っ

て
が
っ
か
り
し
て
い
る
ん
で
す

が
。
や
っ
ぱ
り
医
師
不
足
云
々

も
何
で
す
け
れ
ど
も
、
い
ろ
ん

な
経
験
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
分
の
選
択
の
幅
が
広
が

る
こ
と
と
か
、
や
っ
ぱ
り
メ
リ

ッ
ト
は
は
か
り
知
れ
な
い
と
思

う
ん
で
す
。
そ
れ
を
一
年
間
け

ち
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
将

来
、
あ
と
三
十
年
、
四
十
年
や

っ
て
い
く
医
師
人
生
に
、
ど
れ

だ
け
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を

考
え
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

国
へ
の
予
算
要
求
と 

国
民
の
正
し
い
理
解
を 

【
司
会
】
や
っ
ぱ
り
大
事
な
の

は
、
わ
れ
わ
れ
医
療
者
だ
け
で

運
動
し
て
い
る
の
で
は
な
く

て
、
い
か
に
国
民
、
市
民
を
巻

き
込
ん
で
運
動
す
る
の
か
、
だ

と
思
う
の
で
す
が
、
市
民
の
方

は
医
療
機
関
の
経
営
の
こ
と
な

ど
な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え

て
い
な
い
で
す
ね
。

【
横
井
】
い
や
、
い
つ
も
接
し

て
い
る
方
が
、
八
十
歳
代
以
降

の
お
年
寄
り
が
多
い
で
す
か

ら
、
な
か
な
か
医
療
情
勢
を
、

こ
ち
ら
が
分
か
っ
て
欲
し
い
と

い
う
よ
う
な
こ
と
は
関
係
が
な

い
と
い
う
か
、
も
う
先
生
全
部

お
任
せ
だ
よ
と
、
は
な
か
ら
そ

う
い
う
感
じ
で
す
か
ら
、
な
か

な
か
難
し
い
で
す
よ
ね
。

若
い
人
は
、
例
え
ば
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
の
こ
と
で
も
い
ろ
い
ろ

聞
い
て
き
ま
す
か
ら
非
常
に
話

も
し
や
す
い
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
残
念
な
が
ら
そ
の
若
い
世

代
が
奥
能
登
で
は
非
常
に
少
な

い
で
す
か
ら
。
だ
け
ど
、
や
は

り
も
っ
と
皆
さ
ん
に
日
本
の
医

療
は
こ
う
い
う
も
ん
だ
と
い
う

こ
と
を
、
国
が
も
っ
と
、
あ
る

い
は
県
が
、
行
政
が
啓
蒙
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

【
丸
岡
】
小
児
科
で
は
コ
ン
ビ

ニ
受
診
の
問
題
が
あ
っ
て
、
も

う
少
し
早
く
来
て
く
れ
れ
ば
子

ど
も
の
状
態
も
悪
く
な
る
前
に

診
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
能

登
地
区
は
小
児
科
医
が
少
な
い

か
ら
、
夜
間
の
対
応
が
大
変
で

あ
る
こ
と
、
時
間
外
で
は
医
療

費
が
高
く
な
る
の
で
、
み
ん
な

の
税
金
で
医
療
を
負
担
し
て
い

る
の
で
、
可
能
な
ら
時
間
内
に

来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
話
を
す

る
と
、
ポ
カ
ン
と
し
た
顔
さ
れ

て
理
解
い
た
だ
け
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
具
合
の

悪
い
子
ど
も
に
責
任
は
な
く
、

リ
ス
ク
の
あ
る
子
を
見
逃
し
た

く
な
い
の
で
、
診
な
が
ら
そ
う

い
う
人
た
ち
に
上
手
な
受
診
の

仕
方
の
啓
蒙
活
動
を
し
て
い
ま

す
が
、
あ
ん
ま
り
効
果
は
な
い

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
だ
ら
だ

ら
し
た
コ
ン
ビ
ニ
受
診
は
避
け

た
い
の
で
、
必
要
が
あ
れ
ば
お

話
し
は
し
て
い
ま
す
が
、
診
察

し
て
て
も
む
な
し
く
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
た
だ
、
能
登

地
区
は
両
親
が
共
働
き
の
家
庭

が
多
く
、
育
児
支
援
的
な
立
場

か
ら
は
、
延
長
保
育
で
は
な
い

で
す
が
、
少
し
時
間
が
過
ぎ
て

も
快
く
診
察
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
西
田
】
先
日
小
児
救
急
の
講

演
会
が
金
沢
で
開
か
れ
ま
し
た

が
、
病
児
の
状
態
に
つ
い
て
地

道
に
、
出
前
講
座
な
ど
い
ろ
い

ろ
手
を
尽
く
し
て
患
者
教
育
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
時
間
外

の
診
療
が
少
な
く
な
っ
た
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

【
三
林
】
マ
ス
コ
ミ
の
偏
っ
た

報
道
を
何
と
か
、
あ
れ
は
違
う

ん
だ
と
市
民
の
方
々
に
訴
え
た

い
で
す
ね
。
例
え
ば
、
開
業
医

の
ほ
う
が
余
計
も
う
け
て
い
る

か
ら
、
そ
こ
か
ら
勤
務
医
の
方

に
診
療
報
酬
を
回
せ
と
い
う
よ

う
な
の
は
、
本
当
に
違
う
と
思

う
ん
で
す
。
国
が
正
当
な
予
算

措
置
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
報

道
し
て
欲
し
い
。

【
黒
瀬
】
今
後
何
十
年
の
計
を

考
え
て
い
く
と
き
に
、
教
育
の

中
に
こ
う
い
う
医
療
の
こ
と
を

入
れ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
う
ん
で
す
。

【
司
会
】
中
学
生
と
か
。

【
黒
瀬
】
え
え
。
保
健
で
ち
ょ

っ
と
触
る
程
度
の
、
あ
ん
な
の

全
然
習
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
せ

ん
か
ら
、
も
っ
と
詳
し
く
教
え

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

医
療
事
故
に
つ
な
が
る 

勤
務
医
の
当
直
改
善
も 

【
司
会
】
保
険
医
協
会
の
ほ
う

に
何
か
期
待
す
る
も
の
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
西
田
】
特
に
診
療
報
酬
改
定

時
の
テ
キ
ス
ト
作
成
と
説
明
会

に
力
を
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
す
べ
て
会
員
の
先
生
方
の

お
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
っ
て

や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
ぜ

ひ
、
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
。

【
三
林
】
保
険
医
協
会
は
、
私

が
関
係
し
て
い
る
七
尾
市
医
師

会
、
あ
る
い
は
県
医
師
会
と
違

っ
た
分
野
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
率
先
し
て
、
行
政
な
り
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
へ
私
ど
も
の
か

わ
り
に
、
前
へ
前
へ
と
進
ん
で

や
っ
て
く
れ
る
と
い
う
点
で
心

強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

【
横
井
】
保
険
医
協
会
と
い
う

よ
り
も
、
国
に
一
番
言
い
た
い

の
は
、
勤
務
医
の
当
直
体
制
は

違
法
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
実
際
二
〇
〇
三
年

か
、
厚
労
省
の
通
達
で
、「
当

直
と
は
ほ
と
ん
ど
労
働
す
る
必

要
が
な
い
勤
務
」
だ
と
し
て
い

る
わ
け
で
す
。
だ
け
ど
現
実
的

に
は
夜
間
に
救
急
車
、
あ
る
い

は
時
間
外
の
患
者
さ
ん
を
い
っ

ぱ
い
診
て
、
明
く
る
日
も
朝
か

ら
・
・
・
。
こ
れ
は
医
療
事
故

に
も
つ
な
が
り
ま
す
し
、
ぜ
ひ

そ
の
改
善
と
い
う
か
、
そ
れ
を

強
く
求
め
た
い
で
す
。

【
丸
岡
】
学
術
的
な
分
野
と
い

う
と
こ
ろ
で
、
医
療
安
全
の
感

染
対
策
な
ど
で
、
医
師
会
は
結

構
一
生
懸
命
で
月
一
回
ペ
ー
ス

で
勉
強
会
が
あ
る
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
も
し
保
険
医
協
会
で
も

何
か
こ
ち
ら
で
し
て
い
た
だ
け

る
な
ら
、
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
西
田
】
今
後
、
能
登
の
先
生

方
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
参
加

し
や
す
い
状
況
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
節
は
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
三
林
】
最
後
に
ひ
と
言
。
奈

良
県
で
産
婦
人
科
の
先
生
の
当

直
と
当
直
明
け
の
勤
務
の
過
酷

さ
に
対
し
て
不
当
な
扱
い
を
受

け
た
と
裁
判
を
起
こ
さ
れ
て
、

そ
し
て
そ
の
訴
え
が
正
当
な
も

の
で
あ
る
と
い
う
、
あ
の
判
決

は
も
の
す
ご
く
大
事
だ
と
思
い

ま
す
。
あ
れ
は
、
日
本
中
の
勤

務
さ
れ
て
い
る
方
の
当
直
問
題

に
直
結
し
た
よ
う
な
裁
判
で
し

た
。
勤
務
医
の
増
員
と
、
そ
れ

を
可
能
に
す
る
国
の
財
政
措
置

が
迫
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

【
司
会
】
今
日
は
夜
遅
く
ま
で

お
つ
き
合
い
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

上
で
年
々
医
師
の
数
を
増
や
し

て
い
か
な
い
と
だ
め
で
、
こ
れ

は
ま
た
大
き
な
問
題
に
・
・
・
。

西田　直巳 保険医協会会長
（金沢市・小児科）

斉藤　典才 保険医協会理事
（金沢市・外科）

（
13
面
よ
り
）
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日 時  2009年10月17日（土） 

石川県保険医協会 

医科歯科・新規開業医懇談会のご案内 

●話題提供と報告者 
①知っておきたい保険診療の心得 
　・診療報酬関連法規の体系について 
 （講師：工藤　浩司 事務局次長） 

　・指導の実際と具体的対応について
 （講師：西田　直巳 会長） 

②小規模医療機関で起きている 
　個別労働紛争と労務管理 

 （講師：社会保険労務士　栄　重光 氏） 

●参加費　無料 

午後6時～8時

会 場  ホテル金沢 4階会議室 
電話223－1111

（参加は無料ですが、申し込みが必要です。10月9日までにお申し込みください）
※定員に達し次第、締め切らせていただきます。

●参加対象 
　 開業5年以内の医科・歯科会員および未入会員（開業予定者も含む）
※未入会の方は入会が前提です。
※終了後、参加者と協会役員との交流会も計画します（会費：2,000円）。
・・・交流会に参加を希望される方は、事前申込みが必要です。

参加申し込み・お問い合わせは 
保険医協会まで TEL：076-222-5373

「なんでも学術！ なんでも回答？ よろず勉強会」 「なんでも学術！ なんでも回答？ よろず勉強会」 「なんでも学術！ なんでも回答？ よろず勉強会」 第6回 

ステロイド局所療法の実際 
アレルギー疾患患者ＱＯＬの向上を目指す 
 

ステロイド局所療法の実際 
アレルギー疾患患者ＱＯＬの向上を目指す 
 ～診療科の垣根を超えて～ その２ 

理事　三宅　靖（金沢市・内科） 講師 

前回は、当院におけるスギ花粉症の初期療法の実際をお示ししましたが、

今回は有症状のスギ花粉症の治療についてです。重ねて申し上げますが、こ

れは「標準的」な治療法のレクチャーではなく、あくまで一診療所の実践例

の紹介とお考えください。

まず、2005 年から今年までの５年間に、当院内科・アレルギー科を受診

した延べ 1,854 人のスギ花粉症患者さんに対する治療内容とその後の患者さ

んの受診行動について調べてみました。患者さんの男女比は男性４割強と女

性６割弱で、各種統計の成人におけるスギ花粉症の有病率と同様でした。投

与薬剤は、ほぼガイドラインを踏襲したもので、第二世代の抗ヒスタミン剤

が主体で、症状に合わせて鼻噴霧用ステロイドを併用する場合がほとんど

で、時に鼻噴霧用ステロイド単独投与あるいは抗ロイコトリエン剤を使用し

ます。

第一選択薬である抗ヒスタミン剤は、その効果及び主たる副作用の眠気の

出方も個人差が非常に大きく、患者さんごとに最適のものを選ぶ必要があり

ます。基本的には試行錯誤を繰り返すことになるのですが、今までにどんな

お薬を用いて、効果と眠気はどうであったかを問診で確認することは、大変

に重要です。また、社会的立場も考慮しなければなりません。仕事で自動車

の運転をする場合や、受験を控えている場合には、眠気には特に注意が必要

になります。眠気によって抗ヒスタミン剤の変更を余儀なくされたのは 24

回で、全体の 1.3％程度でしたが、多少の眠気を我慢していることも、この

数倍はあるのではないかとも推測しています。

鼻噴霧用ステロイドの使用に関しては、治療者によってかなりばらつきが

あると思いますが、私はかなりよく使う方であると思っています。初回投与

時にステロイドを用いたのは、５年間でのべ 1,117 回で全体のほぼ 60％とい

うことになります。いくらなんでも多すぎるというご批判は百も承知してい

ますし、２回目以後の受診で鼻噴霧用ステロイドを中止したものが 179 回

と、かなりの数に上っているのも確かであり、過剰投薬の可能性も高いと自

省しております。しかし一方で、その年の花粉症のシーズンに一回しか受診

しない患者さんは５年間で延べ 1,127 人と、こちらも 60％を超えていること

も分かりました。つまり症状の強い時に一度だけ受診して２週間程度だけお

薬を使うという患者さんが、思いのほか多いのです。もちろん他の医療機関

に行ってしまうこともあるのでしょうが、受診時に前年のカルテをみると、

確かに花粉量の多い時期に一度だけの受診をして、またほぼ同じ時期に来院

するという患者さんがかなり目立つのも事実です。とすれば、一回の治療

で、それなりのパフォーマンスをあげなければならないということになりま

す。そう考えると、比較的眠気の少ない抗ヒスタミン剤に積極的に鼻噴霧用

ステロイドを加えるということは、選択肢の一つとして考慮されていいので

はないかと考えています。もちろん前年までの実績で効果が十分期待できる

薬剤がすでに分かっている場合は、そちらを最優先にすべきであることは言

うまでもありません。

５年間の推移をみたところでは、スギ花粉症に対する薬剤の使用状況にあ

まり大きな変化はないのですが、今年に限っては抗ロイコトリエン剤がかな

り増えており、当院の今年のスギ花粉症患者 478 人のうち 26 人に用いてい

ました。これは今年の花粉の飛び方が例年と少し違った傾向であったためか

と思っています。通常は花粉の飛散開始からほどなく大飛散となるのです

が、今年は花粉が少し飛んだのちに気温が下がり雪模様となるといったこと

が繰り返され、じわじわと長期間にわたって花粉が飛んだのではないかと推

測されます。そうなると即時型のヒスタミンの反応に加えて、いわゆる遅発

型のロイコトリエンの影響が強くなり、鼻閉が強く現れます。このため鼻閉

に有効な抗ロイコトリエン剤が少し多く用いられたのだと思います。

いずれにしても、患者さんの症状や社会的背景などに合わせて、最適の方

法を患者さんとともに探すことが重要であると再認識しました。
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大
川
　
義
弘（
金
沢
市
・
内
科
）

リレー・エッセーリレー・エッセー

在宅
医療
在宅
医療

４４

訪
問
診
療
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
・
そ
の

在
宅
で
の
急
死

２２

今
回
は
、
在
宅
で
急
死
さ
れ

た
患
者
さ
ん
の
お
話
で
す
。

以
前
、
病
院
勤
務
だ
っ
た
と

き
の
こ
と
で
す
。
病
棟
回
診
中

に
、
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
で
患
者
さ

ん
の
診
察
を
し
て
、
そ
の
奥
さ

ん
と
会
話
し
た
あ
と
、
次
の
ベ

ッ
ド
に
行
こ
う
と
し
て
背
を
向

け
た
途
端
、
奥
さ
ん
が
「
あ

っ
」
と
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
振

り
返
っ
て
み
る
と
患
者
さ
ん
は

こ
と
切
れ
て
お
り
、
心
肺
蘇
生

を
し
て
も
ま
っ
た
く
反
応
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
解
剖
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
、
胸
部
大
動
脈

瘤
の
破
裂
で
し
た
。
胸
腔
内
だ

け
で
な
く
、
横
隔
膜
を
突
き
破

っ
て
血
液
が
腹
腔
内
に
も
達
し

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
急
死

も
当
た
り
前
で
、
蘇
生
の
余
地

も
な
い
と
感
じ
た
も
の
で
し

た
。
大
動
脈
破
裂
と
い
う
も
の

の
怖
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
最

初
は
、
こ
の
大
動
脈
破
裂
で
、

在
宅
で
急
死
し
た
話
で
す
。

吐
血
と
言
え
ば
、
胃
潰
瘍
、

食
道
静
脈
瘤
破
裂
な
ど
、
喀
血

と
言
え
ば
肺
か
ら
で
す
が
、
胸

部
大
動
脈
瘤
が
破
裂
し
て
食
道

を
介
し
て
大
量
に
吐
血
し
た
例

で
す
。

中
山
淑
子
さ
ん
（
仮
名
）
は

九
十
一
歳
の
女
性
の
方
で
す
。

解
離
性
大
動
脈
瘤
が
破
裂
し
、

食
道
穿
通
を
起
こ
し
大
量
吐
血

で
入
院
さ
れ
ま
し
た
。
保
存
的

治
療
で
、
奇
跡
的
に
一
命
を
取

り
留
め
ま
し
た
。
手
術
療
法

は
、
年
齢
と
危
険
性
を
考
慮
し

選
択
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
本

人
は
高
齢
で
し
た
が
、
認
知
症

も
な
く
、
し
っ
か
り
意
思
表
示

さ
れ
、
再
破
裂
に
よ
る
突
然
死

の
危
険
性
を
十
分
認
識
し
つ

つ
、
在
宅
生
活
を
希
望
さ
れ
退

院
と
な
り
ま
し
た
。
初
回
訪
問

時
は
、
ニ
コ
ニ
コ
と
応
対
し
て

く
だ
さ
り
、
困
る
こ
と
は
便
秘

す
る
こ
と
だ
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
の
三
日
後
の
こ
と
で
す
。

夕
食
は
普
通
に
食
べ
て
、
排
便

も
あ
り
普
段
と
変
わ
り
な
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
午
後
七
時
過

ぎ
に
お
嫁
さ
ん
が
見
に
行
っ
た

ら
血
を
吐
い
て
倒
れ
て
お
り
、

あ
わ
て
て
緊
急
連
絡
を
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
駆
け
つ
け
る
と

（
駆
け
つ
け
る
車
の
中
で
は
、

初
回
往
診
時
に
便
秘
の
こ
と
を

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
の
で
破
裂

の
誘
因
と
し
て
便
秘
が
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
、
も
っ
と
排
便

の
こ
と
に
注
意
を
向
け
る
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
な
ど
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
到
着
し
て
お
嫁

さ
ん
か
ら
排
便
が
あ
っ
た
と
聞

い
て
ホ
ッ
と
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
）、
ベ
ッ
ド
の
上
か

ら
部
屋
の
壁
に
か
け
て
、
血
し

ぶ
き
が
飛
び
散
っ
て
い
ま
し

た
。
恐
れ
て
い
た
こ
と
が
現
実

に
な
っ
た
の
で
し
た
。
お
嫁
さ

ん
も
覚
悟
し
て
い
た
と
は
い

え
、
大
量
の
血
し
ぶ
き
に
動
転

し
て
い
ま
し
た
。
血
圧
を
仮
に

百
五
十m

m
H
g

と
す
る
と
、

水
銀
の
密
度
十
三
・
六
を
か
け

て
、
水
柱
に
直
す
と
約
二
メ
ー

ト
ル
に
な
り
ま
す
。
二
メ
ー
ト

ル
が
納
得
で
き
る
血
し
ぶ
き
で

し
た
。
そ
の
血
し
ぶ
き
が
飛
び

散
る
凄
惨
な
状
況
を
、
看
護
師

と
二
人
で
大
量
の
タ
オ
ル
を
使

っ
て
な
ん
と
か
落
ち
着
い
た
状

と　き 
ところ 
参加者 

と　き 
ところ 
参加者 

2009年8月29日（土） 
ホテル金沢4Ｆ「エメラルド」 
医療・福祉関係者ならどなたでも 
※定員に達し次第しめきります。 

申し込みが必要です。詳しくは案内チラシをご覧下さい。 

在宅医療講演会ご案内 在宅医療講演会ご案内 在宅医療講演会ご案内 
テーマ：「非がん疾患に対する在宅緩和ケア」 
講　師：東京ふれあい医療生活協同組合
　　　 梶原診療所　在宅サポートセンター長  平原佐斗司

態
に
す
る
の
に
小
一
時
間
も
か

か
り
ま
し
た
。
と
て
も
暑
い
夜

で
エ
ア
コ
ン
が
な
い
部
屋
だ
っ

た
の
で
、
二
人
と
も
汗
だ
く
に

な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
戻

り
、
死
亡
診
断
書
に
向
か
い
、

直
接
死
因
記
載
に
何
ら
迷
い
な

く
大
動
脈
瘤
破
裂
と
書
き
ま
し

た
。
中
山
さ
ん
の
場
合
の
死
因

は
明
白
で
す
が
、
実
は
在
宅
で

急
死
し
た
場
合
、
正
確
な
死
因

が
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の

も
事
実
で
す
。
死
亡
診
断
書
に

は
主
要
疾
患
を
直
接
死
因
と
し

て
記
載
し
、
主
要
疾
患
発
症
か

ら
亡
く
な
る
ま
で
を
発
病
か
ら

死
亡
ま
で
の
期
間
と
し
て
記
載

し
、
家
族
に
説
明
し
て
い
ま

す
。

さ
て
、
今
回
は
通
訳
兼
ガ

イ
ド
か
ら
聞
い
た
耳
よ
り
な

話
で
す
。

ハ
ノ
イ
の
街
中
を
歩
い
て

い
る
と
、
決
ま
っ
て
見
ら
れ

る
光
景
は
、
数
人
の
男
た
ち

が
幼
稚
園
児
の
座
る
よ
う
な

低
い
椅
子
に
座
っ
て
、
お
茶

を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
中

に
は
、
平
日
の
昼
間
か
ら
ビ

ア
ホ
イ
（
ハ
ノ
イ
名
物
、
大

衆
格
安
の
生
ビ
ー
ル
）
を
す

す
っ
て
い
る
人
た
ち
も
い
ま

す
（
写
真
）。

そ
の
横
で
は
、
女
性
が
食

べ
物
や
野
菜
、
花
な
ど
を
売

ろ
う
と
熱
心
に
声
を
か
け
て

い
ま
す
。「
ど
う
し
て
ベ
ト

ナ
ム
で
は
、
女
性
ば
か
り
働

い
て
、
男
性
は
油
を
売
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
」
と
思
わ
ず

言
う
と
、
通
訳
曰
く
「
ベ
ト

ナ
ム
の
男
性
は
フ
ラ
ン
ス
や

ア
メ
リ
カ
と
良
く
戦
っ
た
の

で
、
そ
の
疲
れ
を
癒
し
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
な

る
ほ
ど
、
確
か
に
大
国
の
侵

略
を
防
い
だ
英
雄
的
な
戦
い

は
語
り
草
で
す
。
で
も
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
が
終
結
し
て
、

す
で
に
三
十
年
以
上
が
た
ち

ま
し
た
。
さ
す
が
に
休
憩
が

長
す
ぎ
ま
せ
ん
か
？

し
か
し
、
こ
ん
な
う
ま
い

こ
と
を
日
本
語
で
語
る
通
訳

の
能
力
も
大
し
た
も
の
で

す
。
勤
勉
な
ガ
イ
ド
の
彼
氏

は
、
当
時
は
会
社
に
雇
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
三
十
歳
ま

で
に
三
百
万
円
を
貯
め
、
そ

れ
を
頭
金
に
し
て
今
で
は
独

立
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
一
般
的
に
ベ

ト
ナ
ム
人
は
日
本
人
に
対
し

て
親
近
感
を
抱
い
て
い
る
よ

う
で
す
。
そ
の
一
つ
の
理
由

に
、
ど
ち
ら
も
大
国
中
国
、

特
に
元
の
侵
略
を
防
い
だ
こ

と
に
共
通
点
を
見
出
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
確
か
に

神

国
日
本

は
神
風
で
元
の
大

船
団
を
撃
破
し
ま
し
た
。
で

も
、
実
際
に
は
台
風
が
偶
然

に
元
の
船
団
を
襲
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ベ

ト
ナ
ム
は
元
の
船
団
が
襲
撃

し
て
き
た
時
に
、
浅
瀬
に
あ

ら
か
じ
め
杭
を
打
ち
、
潮
の

干
満
を
利
用
し
て
干
潮
時
に

座
礁
さ
せ
て
、
海
上
で
の
戦

い
に
慣
れ
て
い
な
い
元
の
軍

団
を
壊
滅
さ
せ
た
そ
う
で

す
。
そ
こ
に
は
科
学
的
な
策

略
が
あ
り
ま
し
た
。
今
日
で

も
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｉ
Ｔ
の
心

臓
部
を
支
え
て
い
る
の
は
、

ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
と
し
て
南

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
難
民
と
し
て

流
出
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
数

年
前
に
二
、三
回
通
訳
の
手

伝
い
を
し
て
く
れ
た
若
い
女

性
が
い
ま
し
た
。
彼
女
は
ハ

ノ
イ
貿
易
大
学
の
学
生
で
し

た
が
、
日
本
語
だ
け
で
な
く

英
語
も
堪
能
で
し
た
。
で

も
、
一
番
驚
い
た
の
は
、
昨

今
の
日
本
人
女
性
で
も
な
か

な
か
使
い
こ
な
せ
な
い
敬
語

を
上
手
に
使
い
こ
な
し
、
そ

の
し
ぐ
さ
か
ら
も
、
目
上
の

人
を
敬
う
気
遣
い
が
良
く
分

か
っ
た
こ
と
で
す
。
共
に
儒

教
の
影
響
を
受
け
た
国
同
士

の
共
通
点
を
感
じ
る
一
方
、

日
本
で
は
す
で
に
日
常
珍
し

い
情
景
で
し
た
。
思
わ
ず
、

同
行
し
て
い
た
女
子
の
大
学

院
生
に
「
彼
女
を
見
習
っ
て

敬
語
を
勉
強
し
な
さ
い
」
と

発
し
て
い
た
私
は
、
時
代
錯

誤
な
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
う
は
言
っ
て
も
、
若
い

カ
ッ
プ
ル
が
夜
更
け
ま
で
寄

り
添
う
の
は
、
ど
こ
の
国
も

事
情
は
同
じ
で
す
。
ハ
ノ
イ

は
水
に
恵
ま
れ
た
街
で
す
。

市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
池

や
湖
が
あ
り
、
そ
の
畔
に
は

公
園
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の

最
後
に
、
先
の
ガ
イ
ド
の
珍

妙
な
説
明
を
紹
介
し
ま
す
。

「
こ
の
あ
た
り
の
公
園
は

夜
に
な
る
と
、
〝
ひ
ざ
ま
く

ら
（
膝
枕
）
〞
公
園
に
な
り

ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
カ

ッ
プ
ル
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
」。

城戸照彦先
生の

（金沢大学医薬保健研究域保健学系看護科学領域教授） 

3

よ
く
働
く
女
性
と 

　
　
　
油
を
売
る
男
性 

ハノイの街中で名物のビアホイで乾杯する筆者ら
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角質層と痂皮の違い 
我々の体は皮膚に覆われていますが、最外層部は表皮特に角質層でできてい

ます。角質層の厚さは 0.02mmといわれていますが、表皮全体としても 0.1 ～

0.9mm位しかありません。ところで、分裂・増殖できる表皮細胞は、表皮と

真皮の境にある基底細胞だけです。表皮細胞は連続的に起こる基底層の細胞分

裂によって次第に押し上げられていくとともに、核を失い細胞質は角質で満た

されていきます。こうしてできるのが角質層で、既に細胞は生きていません。

死んだ組織でできている角質層は乾燥に強く、酸やアルカリなどの化学的刺

激、あるいは摩擦にも強い構造を持っています。

角質層は乾燥した外界に接していますが、内部に保湿成分を含んでおり、表

皮深層および真皮層以下の細胞を湿潤環境に保ちます。つまり表皮によって内

部環境は湿潤環境を維持できるのです。

ところで、傷を受けるとこの表皮部分は失われ、内部環境が外界に露出する

ことになります。内部環境にある全ての細胞は生きているため、乾燥環境下で

は細胞は死滅します。傷を受けると滲出液が出るとともに創表面の細胞は乾燥

壊死にいたります。この滲出液および表面細胞の乾燥化によってできたのが痂

皮です。外界との間に痂皮ができると、痂皮の下に滲出液が溜まり、内部環境

は湿潤に保たれます。このように痂皮は内部の細胞が生き延びるために我が身

を削って作った代用角質層ともいえます。

しかし、この痂皮の存在には幾つかの問題があります。まず痂皮ができる時

には生きた細胞が約 0.5mm程度乾燥によって死滅します。さらに、痂皮は水

分を簡単に通すことから細菌に対するバリアーになりえず、創感染の危険が高

くなります。また痂皮は生体にとって異物であるため、炎症反応がおこりま

す。つまりヒスタミンなどの血管透過性物質や炎症性サイトカインが痂皮の周

囲に高濃度となります。これは臨床的には痂皮の周囲の発赤や腫脹をおこし、

また疼痛や掻痒を伴います。さらに痂皮の存在が長期になると炎症性サイトカ

インのアンバランスによって肥厚や瘢痕が強くなり、結果として傷が治癒した

後には強い肥厚性瘢痕が残ります。

近代的ドレッシング材と閉鎖性ドレッシング法 
近年受傷早期から創面の湿潤環境を積極的に保つことで、痂皮を形成せずに

治療する考えが広がりました。これを可能にしたのが近代的ドレッシング材で

す。保険請求上においては「創傷被覆材」がほぼこれに当たります。また創傷

被覆材などを使って創面の湿潤環境を維持しつつ、創周囲皮膚の浸軟を予防す

る方法として、閉鎖性ドレッシング法が使われます。

近代的ドレッシング材の中でも、特に重要なのがポリウレタンフィルムドレ

ッシング材とハイドロコロイドドレッシング材で、これら二つを総称して閉鎖

性ドレッシング材と呼びます。

閉鎖性ドレッシング材 
ポリウレタンフィルムドレッシング材は、1950 年代から使われていた食品

用ラップ ( ポリエチレンフィルムなど ) の欠点を補う目的で 1970 年代に発明さ

れました。オプサイトやテガダームなどの商品で出ていますが、滲出液の少な

い浅い創面に用います。

ポリウレタンフィルムは空気や水蒸気を通しますが、水や細菌は通さない性

質があります。接着剤を表面に塗ってあり皮膚に固着しますが、皮膚から出る

水蒸気を通すため、ずっと貼っていても皮膚の乾燥が保たれます。また、創面

から出る滲出液はそのまま創面に残るため、皮膚は乾燥、創部は湿潤を維持し

ます。

浅い創面ではこれを単に貼るだけとし、滲出液が漏れた時に換えていけば、

痂皮を作らずに創面に表皮化がおこり傷は速やかに治癒します。

余談ですが、ポリウレタンフィルムドレッシング材に 18G 注射針で穴を開

けて貼付し吸収パッドで被えば、滲出液の多い創面にも使用可能になります。

具体的な方法はこのシリーズ中に提示したいと思います。

ハイドロコロイドドレッシング材は 1980 年代に発明され、日本では 1987 年

から保険適応となりました。ハイドロコロイドはポリウレタンフィルムよりさ

らに進化したドレッシング材で、皮膚からの水蒸気は厚みのある粘着部の親水

性コロイド粒子が取り込んで皮膚の乾燥を維持し、同時に疎水性ポリマーで皮

膚に粘着します。

創部では、滲出液を親水性コロイドが取り込みゼリー状あるいはスポンジ状

となり湿潤環境を維持します。粘着部分は乾燥した皮膚にも少し湿った部分に

も粘着するため、滲出液が多少多くてもポリウレタンフィルムのように剥れて

しまうことなく、接着し続けます。

閉鎖性ドレッシング法使用上の問題点 
ポリウレタンフィルムとハイドロコロイドという画期的な商品は、湿潤環境

および閉鎖環境を作るドレッシング材です。これは従来のガーゼによる乾燥開

放環境による治癒過程とはかなり違った治り方をします。

閉鎖湿潤環境における創傷治癒のメカニズムを理解せずに閉鎖性ドレッシン

グ材を導入した場合、戸惑いが起こります。例えば、「カサブタを作らない」

ことや、「ドレッシング材が溶けて湿潤環境を作っているときのドロドロした

状態を感染と誤る」ことや、「創表面の壊死組織が湿潤環境下で自己融解し、

一時的に創面積が大きくなる時に創が悪化した」と誤認することなどが挙げら

れます。

また、痂皮を作らずに肉芽組織で創面が被われ始めた時や、創表面に白色の

ブヨブヨした新生表皮が出てきた時に、これを綿球などでこすり取ってしまう

と創治癒が進まなくなってしまいます。

このように、閉鎖性ドレッシング材のもたらす湿潤環境下での創傷治癒過程

および理論が十分に理解されていないため、今だにこれら二つのドレッシング

材が医療現場であまり使用されていないことは大変残念と言わざるを得ませ

ん。

逆にこれらのドレッシング材を使いこなせれば、患者さんからの評価は非常

に高まるでしょう。

治癒環境の整え 
近代的ドレッシング材は、創面の乾燥を防ぎ、創治癒を促進する細胞が増殖

できる環境を維持するドレッシング材です。しかし、ドレッシング材の進化が

あっても、その特長を生かすような創傷処置法、つまり創傷治癒理論に則った

方法を行わないと、良い結果は期待できません。

この考え方を発展させていくと、創傷面に適した治癒環境を作るようなドレ

ッシング法が優れており、「治癒環境の整え」という考え方が自然に出てきま

す。

それはどんなことかというと、創面に湿潤環境を保ち、感染をコントロール

し、壊死組織を除去して、創傷治癒を促す細胞の増殖を盛んにすることです。

このことを、最近はWound bed preparation と呼んだりTIME理論と呼ん

だりしますが、みな同じことを言い換えているに過ぎません。

連載に向けて 
今後 5回に分けて、より具体的に症例をあげて「治癒環境の整え」について

書いていきたいと思います。読者の皆さんで、特に気になる傷や体の状態があ

れば、それを中心に治癒環境を取り上げたいと思います。取り上げてもらいた

い内容があれば、石川県保険医協会事務局宛にご要望をお伝えください。

塚田邦
夫先生

 
の 新しい創傷･褥創治療の実際 

6回シリーズ／第1回 

本稿は、今年5月24日に当協会が開催しました「医師とコ･メディカルのための講演会2009」の講師、塚田邦夫先生（高岡駅南クリニ

ック院長）のご厚意により、その要旨を6回シリーズで書き下ろしていただくものです。 

（1）創傷治癒総論:湿潤環境の重要性 （1）創傷治癒総論:湿潤環境の重要性 （1）創傷治癒総論:湿潤環境の重要性 「創傷治癒は創面で細胞を培養するがごとし」とよく言われますが、 この言葉には傷の治療において大変重要なメッセージを含んでいます。 
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グループホームに入居している明男さんの例

明男さん（仮名）は、GHに入居して 1ヶ月目に心不全を発症した。救急車

で病院に搬送され、そのまま入院となった①。 緊急治療で何とか一命は取りと

めたが、数日後には、今度は胃からの出血が判明した。心不全も完治している

わけではなく、80 歳代と高齢である。胃の手術では万が一の場合もある、覚

悟しておいてほしい、そう主治医から宣告を受けた。それでも何とか手術は成

功し、しばらく集中治療室で過ごした。

GHとの入居契約では、医療機関への入院が 14 日以上続いた場合は、ホー

ムを退去しなければならないことになっていた。GHからは、「一日自費＝約

10,000 円を支払ってくれれば、部屋はそのままにしておくことができます」と

言われた②。

GHはどこも満床で待機者も多い。一度退去してしまうと、次はいつ入れる

か保証はない。あと１週間もすれば退院の許可が出せるかもしれないというこ

とで、やむを得ず一日 10,000 円を支払って、部屋を確保することにした。

しかし今度は、「突然おしっこが出なくなったので導尿をします」と看護師

から連絡が入った。自費で部屋を押さえてから７日目のことであった。「原因

はわからないが、もしかしたら前立腺ガンかもしれない･･･」と。GHに連絡

をすると、「今後ずっと導尿が必要ならばホームではケアできないので退去し

てもらうことになる」とあっさり言われた③。 結局退院の話は延期となり、こ

のままでは金銭的な負担も増えるということで、GHを退去することになった。

その後、泌尿器科で検査を受けたが、前立腺ガンではなく、数日間の服薬で自

己排尿できるまでに回復した。

数日後、主治医から退院の許可が出た。しかし、すぐに入居できるところは

どこにもない。悩んだ末、退去したGHのホーム長に相談をした。退去した部

屋にはまだ新しい人は入っておらず、部屋はそのまま残っていると言われた。

明男さんにとって、なじみの関係・環境である元のGHに帰ることが一番よ

い選択肢であることは、間違いなかった。しかし、再度入居の場合、また入居

一時金（十数万円）を支払うことが条件となっていた。

明男さん、主治医、その他関係者と相談の結果、元のGHに再入居すること

になった。

◆

入院期間は約 2ヶ月。この間、医療費とGHの費用（家賃、自費も含む）と

で経済的な負担はとても大きかったです。もともと軽い認知症状のあった明男

さんは、入院中に認知症が進み、点滴をすぐに引き抜いてしまうなど不穏な状

態が続きました。家族は付き添わず洗濯物もたまる一方で、明男さんの見守り

も兼ねて、自費のホームヘルプサービスを利用せざるを得ませんでした④。 そ

ういった費用も含めると、とても年金ではやっていけず、貯金を切り崩す以外

方法はありませんでした。

これは、GH入居者における医療という問題を考える一例です。高専賃、住

宅型有料老人ホームなどの居住系施設でも同様の問題が生じています。次号の

保険医新聞では、「高齢者施設を訪ねて」でグループホームを取り上げます。

今月号で予習していただき、次号の取材記事にご期待ください。

内包するサービス 

医 

療 

看 

護 

介 

護 

見
守
り 

食 

事 

重
度 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

△ ○ 

○ ○ ○ 

○ ○ ○ 

利用者の状態像 

医療療養病床（医療保険適用） 

　　　　　　　　　　　　従来の老人保健施設 

　　　　　　　　　特別養護老人ホーム 

　　　　　　　　　特定施設（有料老人ホーム・高齢者専用賃貸住宅・ケアハウス） 

 認知症高齢者グループホーム 

施
設
系
サ
ー
ビ
ス 

住
宅
系
サ
ー
ビ
ス 

　　介護療養病床 
　　　　介護療養型老人保健施設 

外部サービス利用型特定施設（有料老人ホーム・高専賃） 
健康型有料老人ホーム 

 住宅型有料老人ホーム 

住宅扱いの高齢者専用賃貸住宅 

自宅（戸建て・集合住宅等） 
自
宅 

自
立 

看
護
師
配
置
施
設 

医
師
配
置
施
設 

内
付
け 

外
付
け 

施設種別とサービスの付帯のさせ方 

2008年10月10日「月刊保団連臨時増刊号No.983 在宅医療点数の手引－診療報酬と介護報酬」より引用 

①　¡ GHにおいては、緊急時や定期通院等の際、本来、ホーム職員が付き添わ
なければならないことになっています。しかし、通院介助に職員が一人取
られてしまっては、ホーム内の仕事がまわらなくなるため、通院の付き添
いや処方薬の受け取りなどの行為は、家族にお願いすることがあります。

¡ 高専賃や住宅型有料老人ホームでは、オプションサービスとして、別途費
用を支払えば付き添い介助を行ってくれるところもあります。

②　¡ 退去期限については、各GHによって異なります。明男さんが入居してい
たGHは、二週間で契約が打ち切られてしまいましたが、1ヶ月～ 3ヶ月
と比較的長く対応してくれるところもあります。退去期限の設定が緩やか
なほど、本来見込める介護報酬分の収入が無くなるので、経営は苦しくな
ります（一人減ると 5％の減収と言われています）。

¡ ベッドキープ料として、独自の負担金を設定しているところが多いです。
 ＜月額利用料＞
 ①家賃＋共益費（管理費）＋食費＝基本料金、②介護費（介護保険の１割
負担。介護度によって料金は異なる）通常は、①＋②が利用料金となる
が、入院時等は、①の食費を省いた家賃と共益費（管理費）に、各GH独
自のベッドキープ料／日が取られることになり、かなりの金銭的負担が求
められます。

③　¡ GHは、医師・看護師の配置が義務づけられていないため、基本的には医
療行為の必要な人を受け入れることはできないことになっています。た
だ、糖尿病のインスリン自己注射や在宅酸素など自己管理できる場合は、
入居できることもあります。

¡ 入院中、胃瘻や経管栄養となったために、GHに戻れなくなるといったト
ラブルが発生します。主治医とは手術・治療方針などしっかり話し合って
おくことが重要です。ホームの努力で看護師を配置するなど手厚くケアし
ているところもありますが、それでも複数名配置することは現実的に困難
です。また、協力病院の医師による訪問診療や往診によって医療ニーズに
応えてはいるものの、安全な体制と言えるのか不安な面もあります。

¡ 医療法人の付帯業務の一つに、高専賃の設置があります。医療ニーズの高
い人を積極的に受け入れるクリニック併設型の高専賃も少しずつですが増
えているようです。

④　¡ 入院中の場合は、洗濯等の家事援助が必要になっても、介護保険によるホ
ームヘルプサービスを利用することはできません。それは、医療保険と介
護保険の併用が認められていないからです。家事援助は、原則 10 割自己
負担となります。医療も介護も、家族介護が前提の制度設計になっている
という問題点が、あらためて浮かび上がります。

【解　説】

今こそ考えよう介護保障！ 今こそ考えよう介護保障！ 今こそ考えよう介護保障！ 
今さら聞けない介護保険 今さら聞けない介護保険 シリーズ１２回 

第2回 テーマ 

居住系施設における 
　　『医療』をめぐる問題 

事務局　橋爪　真奈美 

シリーズ第 2回目は、前回紹介した高専賃や有料老人ホーム（住宅型・健康型）、認
知症高齢者グループホーム（以下、GH）など医師または看護師の配置義務のない居住
系施設で、医療が必要になったときどのような対応がなされているのか、事例を交えて現場
の実際を紹介したいと思います。 
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昨年来、自動車をとりまく環境が激変した。金融危機をきっかけに、米

国自動車メーカーのＧＭ、クライスラーが倒産した。日本でも、業界トッ

プのトヨタ自動車が２兆円の大赤字となった（トヨタ・ショック）。

今回は、自動車の抱える本質的な問題は何かを探ってみた。鍵になった

本は、意外や 20 ～ 30 年前に書かれた書籍であった。

その他、クルマに関する雑誌の評論など。

長い髭を生やした仙人のごとき顔貌。宇沢弘文氏は、日本でノーベル経

済学賞に最も近い経済学者と言われた。その宇沢氏は近代経済学（新古典

派経済学）の泰斗と言われるが、約 10 年にわたる海外での研究生活から

帰国し、東京の凄まじいモータリゼーションに驚愕して、この本を書き始

めたとある。社会的費用や、経済の外部効果などの説明に続き、自動車の

運転は、歩行者の犠牲、交通事故、環境破壊などさまざまな社会的費用を

発生するが、それを運転する受益者の負担にはなっていない。自動車は、

産業構造、都市構造、そして人間の精神構造にも深く浸透し（言わばガン

細胞のように）、もはや対策の建てようがない。一方、人間を生産のため

の手段としてしか見ない、新古典派経済学そのものについても矛盾を鋭く

指摘する、言わば自己批判の書でもある。

結論として、交通弱者と言われる歩行者への配慮、環境への配慮を推進

すべきで、その費用は受益者である運転者（クルマの所有者）が負担すべ

きである（これを社会的費用の内部化と言う）。

30 数年前のモータリゼーションの勃興期に、このような本を書いた著

者の慧眼に感服する。今日の「エコ」重視の時代に益々その輝きが増して

いるようだ。

「ヘンリーフォードⅠ世、Ⅱ世、ロバート・マクナマラ、リー・アイア

コッカ、川又克二、石原俊、塩路一郎」これらの人々が、日米の自動車メ

ーカー、フォードと日産で、凄まじい権力闘争を演じた方々である。著者

のハルバースタムはベトナム戦記などでピューリッツァー賞を受賞した

「鬼才」と言われたジャーナリスト。なるほど上下巻 1200 ページの長編

を、息を切らせず最後まで一気に読ませる名著である。

特に印象的であったのは、ヘンリーフォードⅡ世とアイアコッカのバト

ル。最終的にアイアコッカはヘンリーフォードにフォード社から追放され

るが、その後クライスラーに移り、最後までヘンリーフォードに対し敵愾

心と闘争心をむき出しに闘いを挑む。一方終戦後の日産自動車にあって

は、倒産寸前の日産に興銀より送り込まれた川又克二が、会社を再建して

いくが、この過程で最初は過激な左翼系労働組合との闘争と第二組合の創

設、そしてその組合のトップにのし上がった塩路一郎と川又との癒着。御

用組合化した組合幹部の経営参加と労働貴族化。そして次の社長となった

石原と塩路との血みどろのバトル。最終的に塩路の失脚等々、「すごい」

と思わせる記述であるが、よく米国人がこれだけ日本の企業の興亡を取材

したものと感心する。

本書が書かれたのは 20 年以上前であるが、今日の自動車産業の抱える

諸問題を解決する上で、きわめて示唆に富む内容と思う。一つは企業経営

と労働組合の問題、米国では全米自動車労組（ＵＡＷ）、日本では企業内

組合との関係である。

もう一つの問題は、自動車会社ではより進歩したクルマを作りたいと思

う製造部門と開発コストを抑えて、できるだけ利潤を上げたいとする、財

務・経営部門の対立である。日米とも、結局は財部部門が優位となり、で

きるだけ儲かるクルマを売りたいと言うことになり、装備品満載の大型高

級車やミニバン、大型ＳＵＶの販売に重点がおかれる。ところが今日のよ

うな、燃料高騰、「エコ」の時代では逆にこれらのクルマが経営の足を引

っ張ることになる。

結論的に言えば、自動車会社でも「驕れるもの久しからず」と言うこと

か。古い本だが大変示唆に富む内容である。ぜひ復刊を期待したい作品で

ある。

冒頭でも解説したトヨタショックの解説本。トヨタはここ 10 数年販売

の主体を米国へシフト。大型化、高級化車両の拡大路線を突っ走ったが、

金融危機でもろくも崩れた。そこには経営者の驕りと楽観があったと指

摘。トヨタ的物作りの原点回帰を主張する。一方、米国メーカーの破綻に

ついては、ビック３はここ７、８年赤字であり、例えばＧＭでは、金融子

会社のＧＭＡＣが年２兆円ほど稼いでいた。それがこのＧＭＡＣもサブプ

ライムローンに手を出し、致命傷になったとして指摘している。

団塊の世代と言われたわれわれの多くは、若かりしころ、多少なりとも

クルマに対する熱き思いがあったように思う。スカＧＴＢ、ホンダＳ

800、いすゞ 117 等々。雑誌『カーグラ』とか『ＮＡＶＩ』を読みふけっ

たものである。

私自身も医師となって最初に乗ったクルマは、サニークーペと言うツイ

ンキャブのセコハンであった。寒い季節は起動に苦労した思い出がある。

だが一度アクセルを踏めば、痺れるようなエンジンサウンド。非日常の一

時であった。あれから 30 数年、最近たまたま代車として、軽のワゴンＲ

を往診に使ったが、「クルマなんてこれで十分」との思いがした。しかし

このようなユーザーの意識の変化こそ、メーカーにとっては一大事なので

あろう。メーカーにとっては、大きくて価格の高いクルマが売れてこそが

生命線なのである。しかし世の中、確実に安価で、小さくて、燃費が良く

て、エコなクルマが求められる時代となった。

今日直面するクルマの不況は、単なる景気循環ではない深刻な問題と思

う。

今回は比較的古い作品を中心に読んだが、まったく古さを感じさせない

内容の本であった。21 世紀はクルマも大きく変貌するだろうし、クルマ

との付き合い方も大きく変わるのであろう。

②覇者の驕り　上・下巻
●著者：デイビッド・ハルバースタム（著）
　　　　高橋伯夫（訳）
●出版：新潮文庫（1990 年 9月初版、現在絶版）

①自動車の社会的費用
●著者：宇沢弘文
●出版：岩波新書（1974 年 6月初版）

○テーマ─ ○テーマ─ 自動車文明の黄昏 
喜多　徹（野々市町・内科） 

複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 
読書教室 
複眼的に思索する 

24その 
 

読書教室 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●【読んだ本】● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

③トヨタ・ショック
●著者：井上久男、伊藤博敏（編著）
●出版：講談社（2009 年 2月初版）

①自動車の社会的費用

②覇者の驕り　上・下巻

③トヨタ・ショック
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心
が
変
わ
れ
ば 

生
活
習
慣
を
修
正
で
き
る 
心
が
変
わ
れ
ば 

生
活
習
慣
を
修
正
で
き
る 

勝
木
　
道
夫（
小
松
市
・
整
形
外
科
） 

会 会 員 員 寄 寄 稿 稿 
幸
福
に
な
る
た
め
の
条
件
と

し
て
、
六
九
％
の
方
が
健
康
で

あ
る
こ
と
を
第
一
位
に
挙
げ
て

い
ま
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、「
健
康
と
は
、

肉
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に

完
全
に
健
全
な
状
態
で
あ
り
、

単
に
病
気
・
虚
弱
で
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
」
と
定
義
し

て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
健
康

と
病
気
を
二
分
対
比
し
て
考
え

る
西
洋
的
考
え
方
に
対
し
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ア
ン
ト
ノ
フ
ス
キ

ー
ら
は
、
健
康
・
病
気
・
死
を

一
連
の
連
続
性
の
中
で
捉
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
で
個
別

的
に
健
全
化
を
図
る
こ
と
が
大

切
と
説
い
て
い
ま
す
。

東
洋
で
は
、
二
千
年
前
に
黄

帝
内
経
素
問
と
い
う
書
が
著
さ

れ
、
当
時
中
国
へ
留
学
し
た
方

が
書
き
写
し
帰
国
し
た
も
の
が

京
都
の
任
和
寺
に
現
存
し
、
原

典
は
中
国
で
残
っ
て
い
な
い
貴

重
な
資
料
で
す
が
、「
聖
人
は

已
病
を
治
さ
ず
、
未
病
を
治

す
」
と
あ
り
、
ま
た
、
黄
帝
の

「
昔
の
人
は
百
歳
を
越
え
て
も

動
作
衰
え
ず
溌
剌
（
は
つ
ら

つ
）
と
し
て
い
た
の
に
、
今
の

人
は
五
十
歳
で
動
作
衰
え
る
の

は
何
故
か
」
と
の
問
い
に
、
岐

伯
（
き
は
く
）
は
、「
昔
の
人

は
陰
陽
の
法
則
、
天
地
自
然
の

法
則
と
い
う
長
生
法
を
弁
（
わ

き
ま
）
え
て
い
て
、
飲
食
の
節

度
を
守
り
、
労
働
と
休
息
を
規

昨
年
十
一
月
に
金
沢
で
開
催

さ
れ
た
「
第
十
九
回
反
核
医

師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
」
で
、

「
兼
六
園
平
和
散
策
と
昼
食
会
」

を
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
企
画
し

た
。
そ
の
時
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
お
願
い
し
た
元
兼
六
園

管
理
事
務
所
長
の
下
郷
稔
さ
ん

に
、
リ
ハ
ー
サ
ル
と
当
日
の
二

回
、
兼
六
園
を
案
内
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な

っ
て
、
す
っ
か
り
兼
六
園
に
魅

せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
か
ら
月
一
〜
二
回
は
、

兼
六
園
を
訪
れ
て
い
る
。
兼
六

園
の
常
連
に
な
る
と
、
楽
し
む

コ
ツ
も
分
か
っ
て
く
る
。
兼
六

園
は
土
日
・
休
日
と
石
川
県
民

で
あ
れ
ば
入
場
無
料
と
い
う
こ

と
は
知
っ
て
い
た
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
く
、
早
朝
三
つ
の
門
が

開
放
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
夏
の

時
期
は
朝
の
四
時
か
ら
入
る
こ

と
が
で
き
る
。『
兼
六
園
花
め

ぐ
り
マ
ッ
プ
』（
こ
れ
は
、
券

売
所
で
お
願
い
す
れ
ば
無
料
。

春
〜
夏
コ
ー
ス
と
秋
〜
冬
コ
ー

ス
の
二
種
類
が
あ
る
）
を
片
手

に
、
人
出
の
少
な
い
早
朝
の
兼

六
園
の
花
木
を
愛
で
な
が
ら
歩

き
回
る
の
も
、
と
て
も
気
持
ち

が
い
い
も
の
だ
。

兼
六
園
に
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
桜
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
三

月
の
梅
花
の
シ
ー
ズ
ン
と
重
な

兼
六
園
に
魅
せ
ら
れ
て 

兼
六
園
に
魅
せ
ら
れ
て 

原
　
和
人（
金
沢
市
・
外
科
） 

会 会 員 員 寄 寄 稿 稿 
則
正
し
く
行
い
、
無
暗
に
体
力

を
消
耗
し
な
い
よ
う
に
心
掛

け
、
欲
望
は
分
相
応
に
止
め

た
。
今
時
の
人
は
当
り
前
の
様

に
大
酒
、
夜
更
し
、
快
楽
を
貪

り
、
自
堕
落
な
生
活
を
し
て
養

生
を
守
ろ
う
と
し
な
い
か
ら
で

あ
る
」
と
手
厳
し
い
記
述
で

す
。私

は
整
形
外
科
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
の
経
験
か

ら
、
さ
ら
に
未
病
を
治
す
必
要

を
痛
感
し
て
、（
財
）
北
陸
体

力
科
学
研
究
所
を
設
立
し
、
ス

ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
を
併
設
運
営
し
て
四
半

世
紀
が
た
ち
ま
し
た
。

正
し
い
知
識
を
学
び
、
そ
の

結
果
、
自
分
の
健
康
の
た
め
に

生
活
習
慣
の
歪
み
を
改
め
直
す

こ
と
を
自
分
で
決
意
し
、
そ
の

結
果
と
し
て
手
に
入
れ
る
こ
と

の
で
き
る
健
や
か
で
幸
せ
な
生

活
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

に
作
っ
た
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
と
ス

ポ
ー
ツ
サ
イ
エ
ン
ス
の
施
設

で
、
単
な
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク

ラ
ブ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

厚
労
省
か
ら
は
い
ち
早
く
健

康
増
進
施
設
第
一
号
に
認
定
さ

れ
、
そ
の
成
果
は
昨
年
の
日
本

体
力
医
学
会
学
術
大
会
と
本
年

の
日
本
ラ
イ
フ
ケ
ア
学
会
の
教

育
講
演
で
の
発
表
と
な
り
ま
し

た
。現

在
、
日
本
温
泉
療
法
医
会

会
長
、
日
本
ウ
エ
ル
ネ
ス
学
会

長
、
日
本
ラ
イ
フ
ケ
ア
協
会
会

長
と
、
日
本
体
力
医
学
会
と
日

本
温
泉
気
候
物
理
医
学
会
、
両

学
会
の
名
誉
会
員
を
仰
せ
つ
か

り
、
全
国
の
同
志
と
協
力
し

て
、
生
活
習
慣
の
修
正
に
よ
る

人
々
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

近
年
、
か
つ
て
ス
ポ
ー
ツ
で

勝
敗
を
競
っ
た
選
手
た
ち
や
、

医
学
の
専
門
家
の
は
ず
の
後
輩

の
医
師
ら
の
訃
報
が
多
く
な

り
、
時
代
の
流
転
を
感
じ
て
は

い
ま
す
が
、
私
は
今
し
ば
ら
く
、

私
の
人
生
の
放
課
後
は
先
に
延

ば
し
て
、
世
に
尽
く
し
た
い
と

念
じ
て
お
り
ま
す
。（
二
〇
〇

九
年
誕
生
日
に
あ
た
っ
て
）

っ
て
、
早
咲
き
の
カ
ン
ザ
ク

ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
カ
ラ
ミ
ザ

ク
ラ
な
ど
が
咲
き
始
め
る
。
そ

し
て
、
満
開
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
。
今
年
は
、
久
し
振
り
に
夜

桜
見
物
に
出
か
け
た
が
、
金
沢

城
公
園
と
兼
六
園
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
た
幻
想
的
な
桜
、
そ

し
て
、
風
と
と
も
に
チ
ラ
チ
ラ

と
舞
い
落
ち
る
桜
吹
雪
を
楽
し

ん
だ
。
そ
し
て
、
兼
六
園
菊
桜

に
象
徴
さ
れ
る
遅
咲
き
の
桜
。

こ
れ
も
見
事
で
あ
る
。

桜
の
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る

と
、
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
始
め
る
。

ツ
ツ
ジ
の
群
生
も
見
事
だ
が
、

庭
園
に
さ
り
げ
な
く
咲
い
て
い

る
一
本
ツ
ツ
ジ
も
存
在
感
が
あ

る
。
そ
の
中
で
、
レ
ン
ゲ
ツ
ツ

ジ
の
見
事
さ
に
心
を
奪
わ
れ

た
。
そ
し
て
、
杜
若
の
シ
ー
ズ

ン
の
到
来
。
昔
、
学
生
時
代
に

朝
早
く
来
て
、
開
花
に
合
わ
せ

て
「
ね
が
い
事
」
を
し
た
こ
と

を
思
い
出
す
。
曲
水
に
沿
っ
て

咲
く
紫
の
杜
若
と
、
ピ
ン
ク
や

赤
色
の
ツ
ツ
ジ
、
そ
し
て
新
緑

の
緑
を
見
て
、
こ
れ
は
、
九
谷

の
世
界
で
は
な
い
か
と
連
想
し

た
。
九
谷
の
世
界
は
、
緑
の
中

に
原
色
の
花
咲
く
自
然
を
描
い

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

早
朝
の
兼
六
園
は
、
昼
間
の

観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
兼
六
園
と

は
違
い
、
花
木
や
動
物
た
ち
が

主
人
公
で
あ
る
。
野
鳥
た
ち
、

池
の
魚
た
ち
が
生
き
生
き
と
し

て
い
る
。
彼
ら
の
住
ま
い
の
自

然
の
中
に
、
そ
ー
っ
と
入
ら
せ

て
い
た
だ
く
、
そ
の
よ
う
な
気

持
ち
に
な
っ
て
く
る
。
鳥
た
ち

の
鳴
き
声
が
、
す
ぐ
側
に
聞
こ

え
て
く
る
。
人
を
恐
れ
な
い
カ

ラ
ス
や
ス
ズ
メ
だ
け
で
は
な

く
、
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
や
シ
ジ

ュ
ウ
カ
ラ
、
ム
ク
ド
リ
た
ち
と

も
、
ひ
ょ
っ
こ
り
顔
を
合
わ
す

こ
と
が
あ
る
。
瓢
池
に
、
ア
オ

サ
ギ
が
ゆ
っ
く
り
と
水
浴
し
て

い
る
姿
に
も
出
会
え
た
。

※感染症による隔離・説明と同意、人権侵害 
●ハンセン病、ＭＲＳＡ等過去の問題を振り返る 
●新型インフルエンザ、パンデミック等現在進行形の問題に触れる 

社会保障セミナー（続編） 

第3回 開催案内 
社会保障セミナー（続編） 

第3回 開催案内 

と  き 

ところ 

講  師 

10月25日（日）午前10時～12時 
ホテル金沢2階「ダイヤモンド」 

テーマ「感染症と人権を考える」（仮） 

稲松　孝思 先生 
（東京都健康長寿医療センター研究検査部長、感染科医長併任） 

井上　英夫 先生（金沢大学教授） 
大平　政樹 先生（石川県保険医協会副会長） 

早
朝
の
兼
六
園
は
、
絶
好
の

散
歩
コ
ー
ス
で
、
お
互
い
が
仲

間
と
な
る
。
見
知
ら
ぬ
人
と
も

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

声
を
掛
け
合
う
。
こ
の
よ
う
な

ふ
れ
あ
い
も
楽
し
み
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
感
動
を
写
真
に

と
っ
て
ブ
ロ
グ
に
ア
ッ
プ
し

て
、
ブ
ロ
グ
の
仲
間
に
紹
介
す

る
、
こ
れ
も
ま
た
楽
し
み
と
な

っ
た
。【

写
真
は
24
面
に
掲
載
】

（答えは３面にあります）
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鶴
彬
を
現
在
に 
鶴
彬
を
現
在
に 

金
田
　
平
夫（
か
ほ
く
市
・
神
経
内
科
） 

会 会 員 員 寄 寄 稿 稿 
鶴
彬
（
つ
る　

あ
き
ら
）

（
本
名
‥
喜
多
一
二　

き
た　

か
つ
じ
）
は
、
一
九
〇
九
年
、

高
松
村
（
現
‥
か
ほ
く
市
高

松
）
に
生
ま
れ
、
尋
常
小
学
校

を
主
席
で
卒
業
し
、
当
時
の
北

國
新
聞
に
川
柳
を
投
稿
す
る
こ

と
に
よ
り
頭
角
を
現
し
、
川
柳

に
よ
り
反
戦
平
和
を
訴
え
た
人

で
し
た
。

初
期
に
は
、「
泣
き
笑
う　

そ
し
て
子
ら
の
日
は
終
わ
り
」

と
素
朴
な
日
常
を
美
し
く
詠

み
、「
暴
風
と
海
と
の　

恋
を

み
ま
し
た
か
」
と
、
激
し
い
恋

を
歌
い
ま
し
た
。
自
己
の
生
き

方
を
覚
悟
し
て
か
ら
は
、「
万

歳
と
あ
げ
て
行
っ
た
手
を　

大

陸
に
お
い
て
来
た
」、「
胎
内
の

動
き
を
知
る
こ
ろ　

骨
が
つ

き
」、「
手
と
足
と
も
い
だ
丸
太

に
し
て
返
し
」
と
戦
争
に
よ
る

庶
民
の
辛
苦
と
悲
惨
を
訴
え
、

さ
ら
に
「
暁
を
抱
い
て
闇
に
ゐ

る
蕾
」、「
枯
れ
芝
よ　

団
結
を

し
て
春
を
待
つ
」
と
、
戦
争
の

な
い
平
和
な
社
会
に
望
み
を
託

し
て
い
ま
す
。

「
庶
民
や
下
級
兵
士
に
一
片

の
愛
情
も
な
い
戦
争
へ
、
戦
争

へ
」
と
進
む
時
代
に
生
き
る
人

間
と
し
て
、
時
代
に
負
け
戦
争

に
参
加
し
て
死
ぬ
か
、
そ
れ
と

も
、
戦
争
に
反
対
し
て
死
ぬ

か
、
鶴
彬
に
は
「
自
分
の
人
生　鶴彬（本名：喜多一二、きたかつじ）生誕100年を迎え、地元石川県かほく市高松では、平和を願い、「川柳」

を通して反戦・反権力を貫いた若き青年の「復権」を求める運動が繰り広げられています。その一つがこの映画

上映です。 

　浄専寺住職の平野道雄さんには、地元の皆さんの鶴彬に寄せる思いや映画の自主製作への支援の取り組み、

（映画ロケの際に浄専寺に宿泊されていた）神山征二郎監督とのエピソードなど縦横に語っていただきます。 

　自分のいのちを危険にさらしてまでも、戦争の痛ましさを詠い続けた鶴彬の生き方に触れてみませんか。 

鶴彬のこころが多くの人たちに受け継がれますように、是非、大勢の皆さまにご参加いただければと思います。 

九条の会・石川医療者の会、
核戦争を防止する石川医師の会
石川県保険医協会

「鶴彬－こころの軌跡」 
上映会開催 

「鶴彬－こころの軌跡」 
上映会開催 

〒920－0902　金沢市尾張町2丁目8番23号　太陽生命金沢ビル８階

TEL 076-222-5373 / FAX 076-231-5156

連絡先　石川県保険医協会

（金沢市北安江3－2－20／ 
  076－221－7771） 

と　き と　き 2009年 9月6日（日）
午後１時半～３時半 

ところ ところ 

参加費 参加費 

主　催 主　催 
金沢勤労者プラザ 3階
304、305号室

内　容 内　容 q映画「鶴彬―こころの軌跡」上映……90分
wお話「いま改めて鶴彬から学ぶ」……20分
　 かほく市高松：真宗大谷派・浄専寺住職 平野道雄さん 

「製作協力券」の

ある人：無料
当日券：1,000円

の
行
く
末
」
と
「
そ
の
時
代
の

行
く
末
」
が
遥
か
か
な
た
ま

で
、
鮮
明
に
見
え
て
い
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
庶
民
に
対
す
る
無

償
の
愛
と
命
を
賭
け
て
戦
争
に

反
対
す
る
生
き
方
。
と
て
も
、

尋
常
の
人
間
で
は
真
似
る
こ
と

の
で
き
な
い
「
純
粋
か
つ
イ
バ

ラ
の
短
い
人
生
」
を
生
き
ぬ
き

ま
し
た
。

こ
の
生
き
方
に
感
銘
し
た
、

か
ほ
く
市
高
松
地
区
の
元
市
会

議
員
、
宗
教
家
、
地
元
知
識
人

な
ど
が
、
鶴
彬
を
現
在
に
生
か

し
後
世
に
残
そ
う
と
「
鶴
彬
の

映
画
を
作
り
た
い
」
と
約
二
年

前
か
ら
懸
命
に
努
力
し
、
神
山

征
二
郎
監
督
の
お
陰
で
映
画
へ

の
道
が
開
け
ま
し
た
。
制
作
費

は
す
べ
て
寄
付
金
で
最
低
で
あ

る
た
め
、
ロ
ケ
場
所
も
エ
キ
ス

ト
ラ
も
製
作
本
部
も
監
督
の
宿

泊
も
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

り
ま
す
。

た
ま
た
ま
、
私
の
家
（
か
ほ

く
市
中
沼
）
は
約
百
二
十
年
前

に
建
築
さ
れ
た
明
治
時
代
の
民

家
で
あ
っ
た
の
で
、
旧
知
の
仲

で
あ
る
小
山
広
助
さ
ん
（
元
市

会
議
員
）、
角
島
広
治
さ
ん

（
か
ほ
く
市
中
沼
区
長
）
に
頼

ま
れ
、
ロ
ケ
場
所
と
し
て
提
供

し
ま
し
た
（
写
真
）。

地
元
有
志
の
熱
意
に
よ
り
作

ら
れ
た
神
山
監
督
の
映
画
『
鶴

彬

｜

こ
こ
ろ
の
軌
跡
』
を
ぜ
ひ

見
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

私
が
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

を
診
る
医
師
だ
と
い
う
こ
と

を
聞
い
て
、
こ
れ
ま
で
い
ろ

い
ろ
な
患
者
さ
ん
、
ご
家
族

が
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
来
ら
れ
ま

し
た
。
一
番
び
っ
く
り
し
て

返
す
言
葉
が
な
か
っ
た
の

が
、
ア
ル
コ
ー
ル
て
ん
か
ん

を
起
こ
し
た
た
め
紹
介
さ
れ

て
き
た
患
者
さ
ん
で
し
た
。

ぴ
り
っ
と
し
た
ワ
イ
シ
ャ
ツ

姿
で
、「
先
生
、
わ
し
ア
ル

中
に
見
え
ん
や
ろ
！
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。「
ひ
ど
く
な

い
う
ち
に
（
？
）
来
ら
れ
て

よ
か
っ
た
で
す
ね
」
と
応
じ

れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、

そ
う
は
で
き
ず
に
一
度
だ
け

の
受
診
で
終
わ
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

た
ま
に
あ
る
の
が
、
ど
う

に
も
な
ら
な
い
本
人
を
連
れ

て
、
ご
家
族
が
来
ら
れ
る
場

合
で
す
。
ご
本
人
は
診
察
室

に
入
ら
ず
、
処
置
室
に
い
て

奥
さ
ん
が
口
説
い
て
お
ら
れ

て
、
仕
方
な
く
こ
ち
ら
も
処

置
室
に
行
き
ま
す
。
奥
さ
ん

の
熱
意
に
ほ
だ
さ
れ
て
本
人

を
説
得
に
か
か
る
と
、
本
人

は
反
発
し
て
大
声
を
出
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
を
待
合
の
若
い

人
が
聞
い
て
い
る
と
、
て
き

め
ん
に
「
あ
そ
こ
は
恐
ろ
し

い
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
」
と
ネ
ッ

ト
に
書
か
れ
た
り
し
ま
す
。

そ
う
い
う
場
合
は
、
奥
さ
ん

だ
け
を
治
療
対
象
と
し
て
、

家
族
の
回
復
を
図
っ
た
ほ
う

が
い
い
の
で
す
。
私
が
で
き

る
こ
と
は
、
問
題
意
識
や
つ

ら
い
思
い
を
持
っ
た
人
に
、

そ
の
問
題
が
何
か
ら
ど
う
い

う
ふ
う
に
起
こ
っ
て
い
る
の

か
一
緒
に
考
え
る
こ
と
だ
け

な
の
で
す
。
家
族
の
場
合

は
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
の
悪

循
環
が
多
い
の
で
、
そ
こ
か

ら
抜
け
出
し
て
楽
に
な
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
考
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。

あ
る
と
き
若
い
女
性
の
患

者
さ
ん
が
家
族
と
来
て
、
待

合
で
暴
れ
だ
し
た
の
で
、
警

察
に
来
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
私
が
患
者
を

連
れ
て
外
に
出
て
取
り
押
さ

え
た
と
き
、
彼
女
が
ぽ
ろ
っ

と
「
あ
い
つ
（
養
父
）
が
来

た
か
ら
暴
れ
て
や
っ
た
」
と

言
い
ま
し
た
。
他
の
病
院
に

行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
無

理
矢
理
の
ケ
ー
ス
は
、
少
な

く
と
も
外
来
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
手
に
負
え
ま
せ
ん
。
紹
介

状
だ
け
が
来
て
、
ご
本
人
が

お
み
え
に
な
ら
な
い
こ
と
も

時
々
あ
り
ま
す
。
ひ
ど
く
酔

っ
ぱ
ら
っ
て
来
ら
れ
、「
こ

り
ゃ
ダ
メ
や
！
」
と
思
っ
た

場
合
で
も
、
ご
本
人
が
私
に

受
け
止
め
て
も
ら
え
た
と
思

っ
た
ら
、
不
思
議
と
治
療
に

乗
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
人
は
二
日
後
か
ら
酒
を
や

め
、
八
年
間
一
滴
も
飲
ま
な

い
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ケ
ー
ス
で
は
翌
日
ご
家
族

が
来
ら
れ
て
、
十
分
説
明
し

て
病
気
を
理
解
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
う
つ
病

か
他
の
精
神
障
害
だ
と
思
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。
〝
あ
わ

て
ず
、
あ
せ
ら
ず
、
あ
き
ら

め
ず
〞
が
対
応
の
基
本
で

す
。
一
般
病
院
か
ら
紹
介
さ

れ
た
ケ
ー
ス
で
も
、
何
回
も

う
ち
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
戻
さ

れ
て
、
そ
れ
か
ら
治
療
を
受

け
る
気
に
な
り
、
専
門
病
院

に
つ
な
が
り
回
復
に
向
か
わ

れ
た
方
も
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
メ
タ
ボ

か
ら
飲
酒
運
転
、
自
殺
と
幅

広
い
関
連
問
題
が
あ
り
、
多

く
の
方
々
の
協
力
が
必
要
な

の
で
す
。
こ
れ
か
ら
少
し
ず

つ
書
い
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

井上家の座敷で井上剣花坊（高橋長英）に、鶴彬（池上リョヲマ）を
紹介する森田一二（小野孝弘）のロケシーン
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第24回保団連医療研究集会 

深めよう！ 
日常診療に活かす医科歯科連携 
開催日時 
2009年 

10月10日（土） 
　　　　　  18：00～20：30 

10月11日（日）  
 　　　　　　9：00～16：00

会　　場 

東京・ 
都市センターホテル 
東京都千代田区平河町2-4-1 
電話：03-3265-8211

参加対象 
医師、歯科医師、協会事務局、 
コ・メディカル、コ・デンタル、 
保健・福祉関係者、市民、学生等 

参加費等 
〈参加費〉 
医師、歯科医師 …………………8,000円 
事務局 ……………………………2,000円 
家族、コ・メディカル／コ・デンタル …500円 
市民 ……………………………………無料 

〈その他〉 
昼食弁当代（11日昼）  …………2,000円 

プログラム 1日目 
オープニング［18：00～18：10］ 

話題提供［18：10～18：40］ 
第一線医療 

子どもたちの健康と歯科領域のかかわり 
医療研究集会企画委員長 （保団連副会長）  

 　　　　　　　　　　　　 森 壽生 氏 

記念講演［18：40～20：30］ 
全身疾患と歯周病  
　　～医科歯科連携に向けて～（仮題） 

慶応義塾大学医学部 
歯科口腔外科学教室教授 　　中川 種昭 氏 

分科会・ポスターセッション 
●分科会（6テーマ6会場） 
　［9：00～12：00］ 
第1分科会「在宅医療・介護」 

第2分科会「医科診療の研究と工夫」 

第3分科会「歯科診療の研究と工夫」 

第4分科会「医科・歯科連携した研究と日常診療の工夫」 

第5分科会「公害・環境・職業病」 

第6分科会「医学史・医療運動史・医療と裁判」 

●ポスターセッション 
　［9：00～15：00］ 
　（発表は11：30～12：50） 

シンポジウム［13：00～16：00］ 
シンポジウム1「医師・歯科医師としての高齢者介護」 

シンポジウム2「食育－健康な大人になるために」 

シンポジウム3「無煙社会を目指して」 

主催：全国保険医団体連合会 

10月10日（土） 
18：00～20：30

プログラム 2日目 10月11日（日） 
9：00～16：00

保険医協会 
ゴルフ大会のお知らせ 

 

2009年10月12日 
　　　　　　　　　　　　  （月・体育の日）

金沢ゴルフクラブ 
（金沢市蓮如町1番地　TEL:076-229-1515）

午前10時28分スタート

当協会会員の先生方とそのご家族・スタッフ
の方など。

28人（7組）

プレー代（食事代その他を含む）＋参加費で
合計1万3千円

18ホールズ・ストロークプレー／ニアピン賞
やドラコン賞あり

下記のところまでお問い合わせください。

お問い合わせ・お申し込みは下記まで。 
金沢市尾張町2丁目8番23号 太陽生命金沢ビル8階

TEL（076）222-5373 FAX（076）231-5156 
E-mail:iskw_sugino@doc-net.or.jp

　今回は、何らかの形でチャリティーに協力するような企画を
考えています。

888888888888888

888888888888888

（担当：石川県保険医協会理事 斉藤典才／金沢市･外科）

日　　時 日　　時 

場　　所 場　　所 

時　　間 時　　間 

参加資格 参加資格 

予定人員 予定人員 

会　　費 会　　費 

競技方法 

 

競技方法 

 
申込方法 申込方法 

2009年度 

　今回、石川県保険医協会では10月12日（月曜）の体育の日に、
ゴルフ大会を企画いたしました。
　保険医協会のゴルフ大会の特徴は、
医科の先生、歯科の先生、病院勤務医と
多様な先生方がおられることです。ゴルフ
場で、普段疑問に思っていることが解決
され、日常診療のお役に立てることが
あるかもしれません。また、当協会会長杯
（優勝カップ・写真）を用意いたしました
ので、勝利を目指して汗を流してみては
いかがでしょうか。

石川県保険医協会会長杯石川県保険医協会会長杯

Doctor's Family Music PartyDoctor's Family Music Party石川県 
保険医協会 

会員・家族・スタッフ・友人・患者さんなど、たくさんの方々の出演・参加をお待ちします 
　石川県保険医協会では、来る11月３日（火曜・文化の日）に、恒例となりました会員コンサートを２年ぶりに開催いたし

ます。今回は、より親睦を重視して、食事･飲み物付きで開催します。秋の夕暮れ、音楽をたっぷりお聞きいただき、おいし

い料理とお酒でおくつろぎいただければ幸いです。 

　多くのご出演をいただきたいため、早めに出演者の募集を始めます。ぜひ会員、家族、スタッフ、友人のご参加を期待し

ております。練習を積み、その成果を当日思い切り発揮してください。そして、コンサートを楽しく盛り上げてくださるよ

う、お願い申し上げます。 

●コンサート出演者以外の参加申し込みは、随時受け付けます。（１０月２６日最終締切としますが、定員は出演者を含めて８０人で、締切前でも定員に達し次第、締め切らせていただきます） 
●出演・参加のお申し込み・お問い合わせなどは右記へ。 電話 ０７６（２２２）５３７３　ＦＡＸ ０７６（２３１）５１５６ 　E-mail；iskw_sugino@doc-net.or.jp石川県保険医協会 

ただ今、出演者募集中 
（第1次締切：2009年9月10日） 

q保険医協会会員とその家族・スタッフ、ご友人。 
w洋楽・邦楽、いずれもジャンルを問いません。 
e個人・グループともに10分以内の演奏。 
r出演は無料ですが、特別な音楽機材などの持ち込みにかかわる費用は出演者
のご負担になります。 

※グランドピアノと簡単な音響設備はあります。　 
tまず、電話･FAX・メールでお申し込みください。正式な「申込用紙」をお送りしま
すので、必要事項をご記入の上、ご返送ください。 

※約10組20人程度の出演者を想定しています。 

とき 2009年11月3日（火・祝） 

ところ 

参加対象／会員、家族、スタッフ80人程度 

会　　費／1人6,000円（ブッフェ料理・飲み放題つき） 
 （小学生は3,000円） 
 ※出演者、伴奏者の方も同額です。※当日のキャンセルは、全額負担になります。 
 

●午後4時半～6時／コンサート（ウーロン茶つき） 
●午後6時15分～8時半／懇親パーティー（ブッフェ料理＆飲み放題） 
※おいしい料理とワイン、ビール、日本酒、焼酎、ぶどうの木の１００％ぶどうジュースなども飲めますよ。 

シノアぶどうの木 〒920-0171 金沢市岩出町ハ50-1 Tel.076-258-0001 Fax.076-258-5802
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河野　晃（金沢市・小児科） 

ほんの少しばかりの運のよさで、出航 !インド・コーチンに寄港して 

3

最
初
に
お
断
り
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
こ
の
旅
行
記
は
見
聞
し
た

こ
と
、
ガ
イ
ド
か
ら
聞
い
た
こ

と
、
船
内
の
図
書
室
な
ど
で
得

た
情
報
を
も
と
に
書
い
て
い
ま

す
の
で
、
主
観
に
偏
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
し
、
諸
外
国
の
有

様
全
体
を
評
価
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
の
よ
う

な
大
国
で
は
、
そ
の
国
の
一
部

し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
当
然
の
こ
と
で
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
出
航
し
、

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
通
過
し
ま
し

た
。
こ
の
海
峡
は
数
年
前
ま
で

海
賊
が
多
く
、
各
国
が
沿
岸
諸

国
に
沿
岸
警
備
の
た
め
の
援
助

を
行
い
、
安
全
に
な
っ
て
き
た

と
い
う
海
域
で
す
。
本
船
は
速

度
が
速
く
、
海
面
か
ら
デ
ッ
キ

ま
で
の
高
さ
が
高
い
の
で
、
海

賊
の
危
険
は
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
見
張
り
を
強
化
し
、
夜

間
は
船
体
を
明
る
く
照
ら
し
て

大
き
な
客
船
で
あ
る
こ
と
を
誇

示
し
な
が
ら
、
十
九
〜
二
十
ノ

ッ
ト
の
速
度
で
駆
け
抜
け
ま

す
。四

月
二
十
五
日
、
イ
ン
ド
南

西
部
の
ケ
ラ
ラ
州
の
港
町
コ
ー

チ
ン
に
寄
港
し
ま
し
た
。
イ
ン

ド
の
識
字
率
は
全
体
で
は
六
十

％
未
満
と
の
こ
と
で
す
が
、
ケ

ラ
ラ
州
は
古
く
か
ら
海
外
交
易

が
盛
ん
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の

来
訪
も
多
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の

布
教
も
行
わ
れ
た
歴
史
が
あ

り
、
教
育
熱
心
で
識
字
率
は
百

％
近
く
と
の
こ
と
で
す
。

古
く
か
ら
コ
ー
チ
ン
藩
王
国

の
首
都
で
、
十
四
世
紀
ご
ろ
か

ら
有
数
の
交
易
港
と
し
て
発
展

し
、
コ
シ
ョ
ウ
な
ど
の
高
品
質

の
香
辛
料
の
取
引
で
栄
え
ま
し

た
。一

五
〇
二
年
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
航
海
者
バ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ

が
商
館
を
こ
の
地
に
置
い
た
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
後
何
世
紀
に
も

渡
り
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
オ
ラ
ン
ダ
、

イ
ギ
リ
ス
と
支
配

者
が
変
遷
し
な
が

ら
、
植
民
地
支
配

を
受
け
て
き
ま
し

た
。本

船
は
、
コ
ン

テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
接
岸
し
た
の
で

す
が
、
そ
の
区
域

は
仕
切
ら
れ
自
動

小
銃
を
持
っ
た
体

格
の
よ
い
兵
士
が

警
備
し
て
い
ま
し
た
。
腐
っ
た

魚
の
よ
う
な
臭
気
が
満
ち
て
い

ま
し
た
。

歓
迎
式
典
で
は
、
二
頭
の
着

飾
っ
た
象
の
出
迎
え
が
、
民
族

楽
器
の
演
奏
と
共
に
あ
り
ま
し

た
が
、
象
使
い
や
汗
を
流
し
な

が
ら
の
長
時
間
の
演
奏
を
し
た

人
た
ち
は
、
裸
足
や
粗
末
な
履

物
の
痩
せ
た
男
性
の
人
た
ち
で

し
た
。
こ
の
場
所
に
は
女
性
の

姿
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ー
チ
ン
市
内
に
は
交
通
信

号
機
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ロ
ー
タ

リ
ー
式
交
差
点
の
ル
ー
ル
で
交

差
点
を
曲
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

馬
車
が
直
角
に
曲
が
れ
な
か
っ

た
事
情
に
よ
る
の
だ
そ
う
で
す

が
、
歩
行
者
に
と
っ
て
は
危
険

で
す
。
バ
ス
や
三
輪
タ
ク
シ
ー

が
走
り
回
っ
て
い
て
、
ク
ラ
ク

シ
ョ
ン
も
賑
や
か
で
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
女
性
は
色
鮮
や
か
な

サ
リ
ー
を
ま
と
っ
て
さ
っ
そ
う

と
歩
い
た
り
、
バ
イ
ク
の
後
ろ

に
乗
っ
て
い
ま
し
た
（
ヘ
ル
メ

ッ
ト
な
し
で
）。

わ
れ
わ
れ
は
、
現
地
の
水
、

氷
、
生
も
の
は
絶
対
に
飲
食
し

な
い
よ
う
に
言
わ
れ
ま
す
。
気

温
は
三
十
度
も
あ
る
と
い
う
の

に
、
海
辺
で
売
っ
て
い
る
魚
類

に
も
氷
が
添
え
て
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
現

地
の
人
々
は
平
気
で
す
。
上
下

水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

ま
だ
ま
だ
の
よ
う
で
す
。

バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
、
乗
用
車

は
イ
ン
ド
の
国
産
車
（
Ｔ
Ａ
Ｔ

Ａ
社
な
ど
）
が
多
く
、
外
国
製

の
も
の
で
は
、
ス
ズ
キ
の
小
型

会員リレーエッセー         ◆◆ 120◆◆

私
の
高
校
時
代
は
電
気
蓄
音
機
（
略
し
て
電
蓄
）
と
Ｅ

Ｐ
・
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
が
流
行
り
だ
し
た
こ
ろ
で
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
や
映
画
音
楽
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。
大
学
に
入
っ
て
電
蓄

は
家
に
置
い
て
き
た
の
で
、
年
に
一
回
演
奏
会
に
行
く
程
度

で
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
余
裕
が
な
く
て
演
奏
会
場
に
行
け

な
く
な
り
、
六
十
五
歳
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
を

聴
き
な
お
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
金
沢
に
は
Ｏ
Ｅ
Ｋ
（
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
）
と
い
う
プ
ロ
の
す
ば
ら

し
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
あ
る
こ
と
で
す
し
、
生
の
演
奏
を
楽

し
も
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
の
で
す
。
日
本
海
側
で
プ
ロ
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
あ
る
県
は
ご
く
少
数
で
す
が
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
あ
る
県
と
無
い
県
で
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
数
が

大
き
く
違
う
よ
う
で
す
。
金
沢
に
は
立
派
な
演
奏
会
場
が
あ

り
、
外
国
の
も
含
め
て
色
々
な
交
響
楽
団
が
や
っ
て
き
ま

す
。
Ｏ
Ｅ
Ｋ
は
県
内
の
小
中
学
校
で
広
く
演
奏
会
を
開
い
て

い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
生
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
の
音
楽
家
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ

ー
ン
生
誕
二
百
年
で
す
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
生
誕
二
百
五
十

年
の
時
ほ
ど
の
熱
狂
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
い
に
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
系
で
、
祖

父
モ
ー
ゼ
ス
は
十
八
世
紀
の
有
名
な
哲
学
者
で
す
。
父
ア
ブ

ラ
ハ
ム
は
銀
行
家
と
し
て
巨
万
の
富
を
築
き
ま
し
た
。
九
万

坪
も
あ
っ
た
と
い
う
自
宅
の
敷
地
内
に
ホ
ー
ル
を
建
て
て
、

没
後
百
年
ほ
ど
経
ち
忘
れ
か
け
ら
れ
て
い
た
バ
ッ
ハ
の
マ
タ

イ
受
難
曲
を
若
き
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
が
演
奏
し
復
活
さ
せ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
姉
の
フ
ァ
ニ
ー
も
優

れ
た
音
楽
家
で
し
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
に
次
ぐ
天
才
と
言
わ

れ
た
彼
の
多
く
の
作
品
の
中
で
も
、
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ホ

短
調
は
有
名
で
す
が
、
そ
の
二
十
年
前
十
三
歳
で
作
曲
し
た

ニ
短
調
の
楽
譜
が
一
九
五
一
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
ナ
チ
ス
に
滅
ぼ
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

子
孫
が
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

有
名
な
結
婚
行
進
曲
は
十
七
歳
の
時
に
作
曲
し
た
も
の
で

す
。
三
十
四
歳
で
ラ
イ
プ
チ
ヒ
音
楽
院
を
創
設
し
ま
し
た
。

個
人
的
な
師
弟
関
係
で
教
え
ら
れ
て
い
た
音
楽
を
学
校
で
教

育
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
後
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
グ
リ
ー

グ
も
学
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
音
楽
演

劇
大
学
と
し
て
名
を
は
せ
て
お
り
、
彼
が
指
揮
者
だ
っ
た
ゲ

バ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
も
世
界
的
に
有
名
で
す
。
三
十
八

歳
で
こ
の
世
を
去
り
ま
し
た
が
、
全
身
の
倦
怠
感
、
食
思
不

振
な
ど
で
衰
弱
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
死
因
を
推

測
で
き
ま
せ
ん
が
、
十
九
世
紀
半
ば
の
こ
と
と
は
い
え
、
早

す
ぎ
る
死
で
し
た
。

演
奏
会
に
行
く
に
は
健
康
な
身
体
が
必
要
で
す
。
一
定
時

間
座
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
咳
や
ク
シ
ャ
ミ
を
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
楽
章
が
終
わ
る
と
観
客
は
競
う
よ
う
に
咳
き

こ
み
ま
す
が
、
た
し
か
に
咽
喉
が
い
が
ら
っ
ぽ
く
な
り
咳
を

こ
ら
え
き
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
唾
液
の
一
部
が
梨
状

窩
に
溜
ま
り
喉
頭
を
刺
激
す
る
せ
い
で
す
。
嚥
下
障
害
の
リ

ハ
ビ
リ
を
応
用
し
て
唾
液
の
飲
み
こ
み
方
、
呼
吸
の
仕
方
を

訓
練
す
れ
ば
問
題
は
解
決
し
ま
す
。

今
年
は
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
で
す
が
、
来
年
は
シ
ョ
パ
ン

と
シ
ュ
ー
マ
ン
の
生
誕
二
百
年
で
す
。

原
稿
募
集
中　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の

　
　
　

生
誕
二
百
年
を
楽
し
む

安
田　

清
平
（
金
沢
市
・
外
科
）
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車
が
多
い
よ
う
で
し
た
。
バ
イ

ク
、
ス
ク
ー
タ
ー
は
ホ
ン
ダ
が

多
い
よ
う
で
す
。
わ
れ
わ
れ
の

チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
バ
ス
は
、
エ

ア
コ
ン
付
の
貸
し
切
り
バ
ス

（
エ
ア
バ
ス
と
い
う
ら
し
い
で

す
）
で
し
た
が
、
シ
ョ
ッ
ク
ア

ブ
ソ
ー
バ
ー
の
性
能
が
良
く
な

く
、
フ
ワ
フ
ワ
し
た
乗
り
心
地

で
し
た
。

市
内
の
定
期
バ
ス
は
、
タ
イ

ヤ
は
磨
り
減
っ
て
い
て
、
窓
に

ガ
ラ
ス
は
な
く
、
と
て
も
風
通

し
が
良
く
で
き
て
い
ま
す
。
ス

コ
ー
ル
が
来
れ
ば
容
赦
な
く
雨

が
吹
き
込
む
で
し
ょ
う
が
、
雨

が
長
く
降
り
続
く
こ
と
は
少
な

く
、
す
ぐ
乾
く
の
で
、
現
地
の

人
々
は
そ
ん
な
も
の
だ
と
思
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

イ
ン
ド
で
は
、
結
婚
に
際
し

花
嫁
は
多
額
の
持
参
金
が
必
要

で
す
し
、
一
旦
結
婚
し
た
ら
、

離
婚
す
る
こ
と
は
な
い
（
認
め

ら
れ
な
い
）
と
の
こ
と
で
す
。

長
年
の
外
国
の
植
民
地
支
配

下
で
も
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
影
響

は
強
く
、
カ
ー
ス
ト
制
度
な
ど

の
身
分
制
度
の
影
響
が
色
濃
く

残
り
、
近
代
化
の
足
か
せ
と
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

そ
う
は
言
っ
て
も
、
イ
ン
ド

は
面
積
で
日
本
の
八
倍
、
人
口

は
次
の
国
勢
調
査
で
は
十
六
億

人
を
超
え
、
中
国
を
追
い
越
す

か
も
し
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

現
在
は
一
部
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
と
は
い
え
、
数
学
や
科
学

な
ど
の
教
育
に
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
圧
倒
的
に
多
数

の
人
々
は
貧
し
い
の
で
す
が
、

大
富
豪
の
数
も
多
い
そ
う
で

す
。
歴
史
的
な
階
級
社
会
、
格

差
社
会
を
ど
う
是
正
し
て
発
展

し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

インド・コーチン






